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• 「性犯罪・性暴力被害者のための
　ワンストップ支援センター」について 他

２
面

• コンパス　人生100年時代
　の健康支援 他

３
面

• 海外情報クリップ
• 市谷クリニックへようこそ！

４
面

•  シリーズ  妊娠前から
　考えて行動する重要性④

５
面

• 職域保健の現場から38 他 ６
面

• クローズアップ
　妊娠期の食育支援

７
面

•  産婦人科医による
　性の健康教育42
•ピル承認秘話（第６話）

８
面

妊娠時の栄養摂取
が胎児に及ぼす影
響について詳細に
解説（５面）

「あなたと赤ちゃ
んの健康」無料配
布の受け付けが始
まりました
 （３面）

おなかの中の赤ちゃん、ママの健康のために徹底的に考えました
葉酸は妊娠前から（妊娠を考えたときから）摂取するのが望ましいとされています

＝＝４つの特徴 ＝＝
厚生労働省推奨のモノグルタミン酸型の葉酸400㎍※を配合  
※4粒当たり

産婦人科医監修による配合デザイン
国内GMP認定工場で製造
飲みやすさを追求

日本家族計画協会は「葉酸普及プロジェクト専門家会議」を
設置し、生まれてくる赤ちゃんとママの健康ため、全国の医
療機関の協力を得て、葉酸の普及に取り組んで参ります。

発売元：一般社団法人日本家族計画協会
TEL 03-3269-4727 FAX 03-3267-2658

企画・開発：サプリードジャパン株式会社

FAMILY PLANNING SUPPLEMENT

◉飲みやすいサイズの
　フィルムコーティング錠
◉無味・無臭
◉着色料・香料・保存料不使用

医療機関
限定販売

行政機関でのご購入
希望の方はお問い合
わせください。

〈成分〉4粒当たり

モノグルタミン酸型
葉酸400㎍

カルシウム
＆

マグネシウム
鉄 各種ビタミン 乳酸菌

葉酸 400㎍
ビタミンB2 1.5㎎
ビタミンB12 2.8㎍
ナイアシン 12㎎
ビタミンD 3.75㎍
カルシウム 100㎎
鉄 10㎎

ビタミンB1 1.3㎎
ビタミンB6 1.4㎎
ビタミンC 50㎎
パントテン酸 5㎎
ビタミンK 30㎍
マグネシウム 50㎎
乳酸菌 10億個

　
８
月
１
日
、
日
本
性
教
育

協
会
は
「
『
青
少
年
の
性
行

動
』
わ
が
国
の
中
学
生
・
高

校
生
・
大
学
生
に
関
す
る
第

８
回
調
査
報
告
」
を
刊
行
し

た
。
こ
の
調
査
は
１
９
７
４

年
か
ら
ほ
ぼ
６
年
に
一
度
行

わ
れ
て
お
り
、
全
国
の
中
高

生
・
大
学
生
の
性
行
動
や
性

へ
の
意
識
な
ど
を
調
べ
て
い

る
。

　
大
学
生
の
性
交
経
験
率

は
、
74
年
で
男
子
約
23
％
、

女
子
約
11
％
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
後
上
昇
を
続
け
、
ピ
ー

ク
時
の
２
０
０
５
年
に
は
男

子
約
63
％
、
女
子
約
62
％
と

な
っ
て
い
た
。
し
か
し
そ
れ

以
降
、
経
験
率
は
大
き
く
下

降
し
、
今
回
調
査
で
は
男
子

47
・
０
％
、
女
子
36
・
７
％

だ
っ
た
。

　
ま
た
、
今
ま
で
に
教
わ
っ

た
性
教
育
が
役
立
つ
と
感
じ

た
か
と
い
う
設
問
に
は
、
05

年
以
降
、
高
校
生
女
子
で
肯

定
的
な
回
答
が
増
え
て
い

る
。
一
方
、
大
学
生
で
は
男

女
共
に
「
あ
ま
り
役
に
立
た

な
い
と
感
じ
た
」
「
ぜ
ん
ぜ

ん
役
に
立
た
な
い
と
感
じ

た
」
と
い
う
回
答
が
増
加
し

て
お
り
、
今
回
調
査
で
は
ほ

ぼ
半
数
に
達
し
た
。

　
今
回
の
結
果
を
受
け
、
委

員
会
は
前
回
調
査
が
示
し
た

性
行
動
の
不
活
発
化
が
一
過

性
の
も
の
で
は
な
い
と
評

価
。
「
不
活
発
化
が
さ
ら
に

進
行
し
、
特
に
女
子
で
そ
の

傾
向
が
著
し
い
」
と
分
析
し

て
い
る
。
ま
た
、
心
理
面
で

も
女
子
の
消
極
化
が
進
行
し

て
い
る
と
指
摘
し
た
。

日
本
性
教
育
協
会
・

性
行
動
調
査
委
員
会
報
告

青
少
年
の

 

性
行
動
不
活
発
化
が
進
行

トピック

▼
筆
者
の
出
身
地
、
山
梨
県

の
日
本
一
と
言
え
ば
、
桃
、

葡ぶ

萄ど
う

の
収
穫
量
（
農
水
省
２

０
１
６
年
度
）
、
ワ
イ
ン
生

産
量（
国
税
庁
16
年
度
）が
、

お
そ
ら
く
多
く
の
方
の
イ
メ

ー
ジ
通
り
か
と
▼
日
本
一
は

他
に
も
あ
る
。
水
晶
の
産
地

と
い
う
こ
と
で
、
貴
金
属
製

装
身
具
出
荷
量
（
経
産
省
16

年
度
）
。
筆
者
の
光
り
物
好

き
の
原
点
は
こ
こ
に
▼
南
ア

ル
プ
ス
な
ど
豊
か
な
湧
水
に

恵
ま
れ
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
オ
ー

タ
ー
の
出
荷
量
（
経
産
省
14

年
度
）
も
。
自
然
豊
か
な
地

域
で
あ
る
こ
と
を
デ
ー
タ
が

示
し
て
い
る
▼
街
中
に
目
を

転
じ
る
と
、
10
万
人
当
た
り

の
寿
司
店
店
舗
数
（
総
務
省

14
年
度
）
。
研
究
者
に
よ
る

と
、
祝
い
の
席
の
伝
統
料
理

が
な
い
た
め
と
。
も
う
一
つ

の
理
由
は
、
県
民
に
受
け
継

が
れ
て
き
た
「
無
尽
」。「
同

級
生
」
「
趣
味
仲
間
」
な
ど

が
定
期
的
に
集
ま
る
山
梨
に

古
く
か
ら
残
る
飲
み
会
。
発

祥
は
、
相
互
扶
助
の
金
融
制

度
で
会
費
を
順
番
で
総
取
り

す
る
▼
無
尽
の
予
定
は
年
間

を
通
し
て
決
ま
っ
て
い
て
、

農
業
な
ど
の
個
人
事
業
主
や

周
囲
と
の
人
間
関
係
が
希
薄

に
な
り
が
ち
な
世
代
に
と
っ

て
は
仲
間
と
つ
な
が
る
場
所

に
な
る
▼
健
康
寿
命
ラ
ン
キ

ン
グ
最
新
版
（
厚
労
省
16

年
）
で
は
男
性
１
位
、
女
性

３
位
と
上
位
に
あ
る
理
由
に

無
尽
を
挙
げ
る
専
門
家
も
い

る
▼
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
ラ
ン

キ
ン
グ
全
国
最
下
位
（
日
銀

16
年
）
の
一
因
に
無
尽
が
金

融
機
関
と
の
適
切
な
関
わ
り

を
遠
ざ
け
る
か
ら
と
評
さ
れ

る
が
、
豊
か
な
自
然
と
周
囲

と
の
つ
な
が
り
が
、
健
康
寿

命
を
延
ば
し
て
い
る
な
ら
、

そ
れ
は
、
お
金
に
は
換
え
ら

れ
る
も
の
で
は
な
い
。

 

（
杉
村
由
香
里
）

空

天
馬

　
本
会
と
各
都
道
府
県
が
共

催
す
る
「
ブ
ロ
ッ
ク
別
母
子

保
健
事
業
研
修
会
」
（
厚
労

省
後
援
申
請
中
）
。
１
９
６

５
年
よ
り
全
国
６
会
場
で
開

催
し
て
い
る
本
研
修
会
は
、

母
子
が
安
心
・
安
全
に
妊

娠
・
出
産
・
子
育
て
の
で
き

る
環
境
整
備
や
、
指
導
・
相

談
業
務
を
円
滑
に
行
う
た
め

の
関
係
機
関
を
含
め
た
体
制

づ
く
り
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
保
健
師
・
助
産
師
・

看
護
師
・
そ
の
他
母
子
保
健

に
携
わ
る
関
係
者
を
対
象
と

し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
各
会
場
で
は
、
そ
の
地
域

や
時
々
の
問
題
に
合
わ
せ
た

講
演
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行

い
ま
す
。今
年
の
テ
ー
マ
は
、

「
産
後
う
つ
」
「
母
子
の
愛

着
形
成
」
「
育
て
に
く
さ
を

感
じ
る
親
子
に
寄
り
添
う
支

援
」
「
母
子
を
支
え
る
多
機

関
の
連
携
」
な
ど
、
母
子
保

健
を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な

テ
ー
マ
で
開
催
し
ま
す
。

東
北
・
北
海
道
地
区

【
日
時
】
11
月
２
日
㈮
10
時

30
分
〜
16
時

【
会
場
】
Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン

シ
テ
ィ
仙
台
（
仙
台
市
）

【
主
な
内
容
】
行
政
説
明
／

精
神
疾
患
を
有
す
る
ハ
イ
リ

ス
ク
妊
婦
へ
の
支
援
／
子
育

て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
お
け
る
切
れ
目
な
い
支
援

の
実
践

【
問
い
合
わ
せ
】
宮
城
県
保

健
福
祉
部
子
ど
も
・
家
庭
支

援
課
家
庭
生
活
支
援
班
担
当

（
中
嶋
）
　
☎
０
２
２
（
２

１
１
）
２
６
３
３

関
東
甲
信
越
地
区

【
日
時
】
10
月
12
日
㈮
10
時

〜
15
時
30
分

つ
い
て

【
問
い
合
わ
せ
】
千
葉
県
健

康
福
祉
部
児
童
家
庭
課
母
子

保
健
班
担
当
（
保
田
）

☎
０
４
３
（
２
２
３
）
２
３

３
２東

海
北
陸
近
畿
地
区

【
日
時
】
10
月
19
日
㈮
10
時

〜
16
時

【
会
場
】
石
川
県
女
性
セ
ン

タ
ー
（
金
沢
市
）

【
主
な
内
容
】
行
政
説
明
／

周
産
期
の
母
子
交
流
〜
ふ
れ

あ
い
が
育
む
生
き
抜
く
力
〜

／
語
る
こ
と
と
聴
く
器
／
多

機
関
で
支
え
る
〜
周
産
期
に

お
け
る
多
機
関
連
携
の
し
く

み
づ
く
り
〜

【
問
い
合
わ
せ
】
石
川
県
健

康
福
祉
部
少
子
化
対
策
監
室

母
子
保
健
グ
ル
ー
プ
担
当

（
泉
）
　
☎
０
７
６
（
２
２

５
）
１
４
２
４

中
国
・
四
国
地
区

【
日
時
】
11
月
13
日
㈫
10
時

〜
15
時

【
会
場
】
広
島
市
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
・
Ａ
Ｂ
Ｃ
ホ
ー
ル

（
広
島
市
）

【
主
な
内
容
】
育
て
に
く
さ

を
感
じ
る
親
へ
の
支
援
に
つ

い
て
／
愛
着
形
成
に
つ
い
て

【
問
い
合
わ
せ
】
広
島
県
健

康
福
祉
局
子
育
て
・
少
子
化

対
策
課
子
育
て
支
援
グ
ル
ー

プ
担
当
（
中
重
）
　
☎
０
８

２
（
５
１
３
）
３
１
７
５

九
州
地
区

【
日
時
】
10
月
23
日
㈫
10
時

〜
15
時
30
分

【
会
場
】
メ
デ
ィ
キ
ッ
ト
県

民
文
化
セ
ン
タ
ー
・
イ
ベ
ン

ト
ホ
ー
ル
（
宮
崎
市
）

【
主
な
内
容
】
行
政
説
明
／

妊
娠
届
か
ら
始
ま
る
一
貫
し

た
支
援
〜
支
援
が
必
要
な
妊

婦
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
具

体
的
な
介
入
方
法
、
継
続
支

援
等
に
つ
い
て
〜
／
育
て
に

く
さ
を
感
じ
る
親
子
に
寄
り

添
う
支
援
の
実
際
に
つ
い
て

〜
子
ど
も
の
特
性
や
養
育
者

の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
と
の
関

係
〜

【
問
い
合
わ
せ
】
宮
崎
県
福

祉
保
健
部
健
康
増
進
課
母

子
・
歯
科
保
健
担
当（
永
石
）

☎
０
９
８
５
（
４
４
）
２
６

２
１北

海
道
単
独（
２
日
間
）

【
日
時
】

10
月
17
日
㈬
10
時
10
分
〜
16

時
40
分
（
１
日
目
）：「
平
成

30
年
度
北
海
道
地
区
母
子
保

健
事
業
研
修
会
」

10
月
18
日
㈭
９
時
30
分
〜
12

時
10
分
（
２
日
目
）：「
平
成

30
年
度
妊
娠
・
出
産
包
括
支

援
推
進
事
業
研
修
会
」

【
会
場
】
北
海
道
自
治
労
会

館
・
４
階
ホ
ー
ル（
札
幌
市
）

【
主
な
内
容
】

１
日
目
：
行
政
説
明
／
５
歳

児
健
診
を
中
心
と
し
た
乳
幼

児
健
診
に
つ
い
て
／
エ
ジ
ン

バ
ラ
産
後
う
つ
病
質
問
票

（
Ｅ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
の
支
援
へ
の

活
用

２
日
目
：
調
整
中

【
問
い
合
わ
せ
】
北
海
道
保

健
福
祉
部
子
ど
も
未
来
推
進

局
子
ど
も
子
育
て
支
援
課
医

療
・
母
子
保
健
グ
ル
ー
プ
担

当（
丸
田
）　
☎
０
１
１
（
２

０
６
）
６
３
４
３

＊
＊
＊

　
詳
細
は
決
定
次
第
、
本
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
随
時
公

開
し
て
お
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
各
都
道
府
県
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
参
加

費
は
無
料
で
す
。

【
会
場
】
千
葉
市

生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
（
千
葉
市
）

【
主
な
内
容
】
行

政
説
明
／
親
と
子

に
寄
り
添
っ
た
支

援
に
つ
い
て
考
え

る
／
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
の
取
り
組
み
に

昨年の九州地区の研修会

ブロック別母子保健事業研修会
平成30年度　10～11月に全国６会場で開催

※クリックすると各ページにジャンプします

http://www.jfpa.or.jp/
https://www.jfpa.or.jp/women/yosan/
http://www.jfpa.or.jp/seminar/2018/000846.html
http://www.jfpa.or.jp/seminar/2018/000846.html
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昨
年
7
月
、
性
犯
罪
被
害
に
対
す
る
刑
法
の
規
定
「
犯
罪
構
成
要
件
の
改
正
」

「
厳
罰
化
」
「
非
親
告
罪
化
」
「
性
的
虐
待
の
犯
罪
化
」
を
主
な
ポ
イ
ン
ト
に
大
幅

に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
指
導
者
の
た
め
の
避
妊
と
性
感
染
症
セ
ミ
ナ
ー
で
は

被
害
者
に
目
を
向
け
「
性
犯
罪
被
害
者
へ
の
医
療
支
援
」
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
関
連
し
、
講
師
の
お
一
人
で
あ
る
種
部
恭
子
先
生
に
、
社
会
資
源
の
一
つ
で

あ
る
「
性
犯
罪
・
性
暴
力
被
害
者
の
た
め
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
紹

介
い
た
だ
き
ま
す
。 

（
家
族
計
画
研
究
セ
ン
タ
ー
部
長
　
杉
村
由
香
理
）

種
部
恭
子
先
生

に
聞
く（
前
編
）

　
―
今
回
は
、
セ
ミ
ナ
ー
講

師
、
内
閣
府
男
女
共
同
参
画

重
点
方
針
専
門
委
員
、
そ
し

て
「
性
暴
力
被
害
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
と
や

ま
」
の
発
足
に
尽
力
さ
れ
た

立
場
で
お
話
を
伺
い
ま
す
。

ま
ず
、
わ
が
国
の
現
状
を
教

え
て
下
さ
い
。

　
種
部
　
第
４
次
男
女
共
同

参
画
基
本
計
画
の
目
標
で

は
、
平
成
32
年
を
待
た
ず
に

各
都
道
府
県
に
最
低
１
か
所

の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン

タ
ー
の
設
置
が
必
要
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
本
年
７
月
現

在
45
都
道
府
県
、
年
内
に
は

全
都
道
府
県
に
設
置
さ
れ
る

予
定
で
す
。
（http://

w
w
w
.gender.go.jp/

policy/no_violence/
avjk/pdf/one_stop.pdf

）

　
―
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
周
知

さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。

　
種
部
　
警
察
な
ら
１
１
０

番
、
救
急
車
な
ら
１
１
９
番

と
同
じ
レ
ベ
ル
の
３
桁
で
つ

な
が
る
仕
組
み
が
望
ま
し
い

の
で
す
が
、
今
は
各
県
が
設

置
し
た
セ
ン
タ
ー
そ
れ
ぞ
れ

の
電
話
番
号
が
窓
口
で
す
。

　
去
る
７
月
29
日
、
第
41
回

性
教
育
指
導
セ
ミ
ナ
ー
全
国

大
会
（
主
催
＝
公
益
社
団
法

人
日
本
産
婦
人
科
医
会
﹇
担

当
　
富
山
県
産
婦
人
科
医

会
﹈
）
が
「
現
代
の
生
き
に

く
さ
に
立
ち
向
か
う
性
教
育

〜
自
立
、そ
し
て
恋
愛
へ
〜
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
、
医

師
（
２
７
３
名
）
を
中
心
に

全
国
か
ら
性
教
育
に
携
わ
る

関
係
者
４
５
８
名
が
富
山
国

際
会
議
場
に
集
ま
っ
た
。

　
基
調
講
演
で
は
性
教
育
歴

50
年
、
元
一
橋
大
学
講
師
の

村
瀬
幸
浩
氏
が
、
自
身
の
経

験
を
交
え
な
が
ら
話
を
進
め

た
。
性
教
育
の
パ
ラ
ダ
イ
ム

シ
フ
ト
に
つ
な
が
る
三
つ
の

課
題
、
①
性
別
二
元
論
・
異

性
愛
絶
対
論
か
ら
ぬ
け
出
し

て
多
様
な
性
と
生
の
権
利
へ

（
人
を
愛
す
る
の
は
生
殖
の

た
め
だ
け
で
な
く
、
そ
の
対

象
も
多
様
を
認
め
る
）
②
性

の
意
識
、
性
的
欲
求
、
性
行

動
に
対
す
る
性
別
に
よ
る
二

重
基
準
を
乗
り
越
え
る
（
性

ご
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で

は
と
い
っ
た
別
の
怖
さ
が
あ

り
ま
す
よ
ね
。

　
種
部
　
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支

援
セ
ン
タ
ー
の
役
割
の
一
つ

に
、被
害
届
を
出
し
た
と
き
、

警
察
と
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
に
な

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
時

に
、
警
察
官
が
加
害
者
に
対

し
て
の
怒
り
を
表
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の

よ
う
な
言
動
さ
え
、
被
害
者

に
と
っ
て
は
自
分
も
一
緒
に

点
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　
種
部
　
潜
在
化
し
て
い
る

被
害
者
は
た
く
さ
ん
い
る
と

感
じ
ま
す
。
あ
ん
な
格
好
を

し
て
い
た
か
ら
、
夜
歩
い
て

い
た
か
ら
と
自
分
を
責
め
て

し
ま
う
。
被
害
者
は
も
っ
と

怒
り
を
持
っ
て
い
い
と
思
い

ま
す
。
泣
き
寝
入
り
は
よ
く

な
い
と
思
う
の
で
、
被
害
届

は
出
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
的
確
な
証
拠
保
全
に
つ

な
が
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

気
持
ち
が
変
わ
り
後
か
ら
取

り
下
げ
る
こ
と
が
あ
っ
て

も
、
い
い
の
で
す
。
あ
く
ま

で
相
手
が
悪
い
の
で
あ
っ

て
、
あ
な
た
は
悪
く
な
い
。

　
急
性
期
、
被
害
直
後
に
ア

ド
レ
ナ
リ
ン
が
出
ま
く
っ
て

い
る
う
ち
に
警
察
に
行
っ
て

し
ま
う
こ
と
は
で
き
て
も
、

時
間
が
経
つ
と
、
「
怒
り
」

に
変
え
る
と
こ
ろ
ま
で
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
が
必
要
で
す
。

　
性
虐
待
な
ど
は
そ
も
そ
も

証
明
が
難
し
く
、
被
害
者
が

訴
え
る
こ
と
も
、
裁
判
で
採

用
で
き
る
証
拠
を
そ
ろ
え
る

こ
と
も
困
難
な
の
は
事
実
で

す
。
い
ず
れ
に
せ
よ
パ
ワ
ー

の
あ
る
支
援
者
の
存
在
は
不

可
欠
で
す
。

　
―
警
察
に
届
け
出
た
ら
大

「中学生に性交を教えるのは？」
の問いにうちわで意思表示する
参加者

講義で使用する「拡大図版セレク
トシート」（54枚組）

被
害
に
性
別
は
関
係

な
い
。
性
被
害
、
加

害
は
支
配
、
暴
力
、

人
権
侵
害
そ
の
も
の

で
あ
る
。
生
殖
も
選

択
の
対
象
で
あ
り
、

育
児
も
含
め
性
別
に

か
か
わ
り
な
く
担
う

べ
き
。
自じ

慰い

行
為
は

男
女
と
も
肯
定
的
に

意
識
さ
せ
る
）
③
性
の
主
体

者
と
し
て
幸
せ
に
生
き
る
力

を
育
て
る
方
向
性
を
示
す

（
中
絶
を
犯
罪
の
よ
う
に
扱

っ
た
り
、
後
遺
症
を
強
調
し

て
性
行
動
か
ら
遠
ざ
け
た
り

し
な
い
）
―
な
ど
、
経
験
豊

か
な
先
輩
の
語
り
は
、
参
加

者
の
心
を
つ
か
ん
だ
。

　
前
日
に
は
、
本
会
避
妊
教

育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
共
催
の
市

民
公
開
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
ヒ
ミ

ツ
の
保
護
者
会
」
を
開
催
。

北
村
邦
夫
本
会
理
事
長
が
用

意
し
た
性
教
育
に
関
す
る
問

い
に
父
親
、
母
親
、
若
者
代

表
が
意
見
を
述
べ
た
。
会
場

も
「
賛
成
」「
反
対
」の
う
ち

わ
を
使
い
議
論
に
参
加
し
、

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　
第
42
回
は
来
年
７
月
28
日

に
大
阪
で
開
催
さ
れ
る
。

（
家
族
計
画
研
究
セ
ン
タ
ー

部
長
　
杉
村
由
香
理
）

な
っ
て
怒
ら
れ
て
い
る
よ
う

な
気
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
支
援
者
が
寄

り
添
う
こ
と
で
不
安
を
軽
減

で
き
る
は
ず
で
す
。
だ
か
ら

こ
そ
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ

ン
タ
ー
に
電
話
し
て
き
た
被

害
者
を
挫
折
さ
せ
る
よ
う
な

こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
―
設
置
基
準
は
各
自
治
体

に
任
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見

受
け
ら
れ
ま
す
が
。

　
種
部
　
ま
ず
病
院
拠
点

型
、
相
談
セ
ン
タ
ー
を
中
心

と
し
た
連
携
型
な
ど
形
態
に

違
い
が
あ
り
ま
す
。
病
院
型

は
予
約
な
し
に
相
談
で
き
る

と
い
っ
た
利
点
が
あ
り
ま

す
。
連
携
型
は
設
置
が
容
易

で
、
広
域
を
カ
バ
ー
で
き
、

中
長
期
の
支
援
な
ど
が
得
意

で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
課
題
も

あ
り
ま
す
。
表
（
左
上
）
が

示
す
よ
う
に
、
支
援
内
容
の

実
績
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。

　
―
相
談
を
受
け
る
機
会
が

あ
る
方
は
、
地
域
の
セ
ン
タ

ー
の
特
徴
を
熟
知
し
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。

 

（
10
月
号
に
続
く
）

※
後
編
（
10
月
号
）
は
、

「
性
暴
力
被
害
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
支
援
セ
ン
タ
ー
と
や
ま
」

設
立
の
経
験
か
ら
お
話
を
伺

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

せ
め
て
全
国
共

通
ダ
イ
ヤ
ル
に

な
る
と
い
い
の

で
す
が
。

　
―
反
射
的
に

電
話
で
き
る
と

い
い
で
す
ね
。

電
話
シ
ス
テ
ム

の
確
立
は
可
能

で
し
ょ
う
か
。

　
種
部
　
こ
れ

に
つ
い
て
は
内

閣
府
に
働
き
か

け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
―
被
害
者
が

行
動
を
起
こ
せ

る
か
と
い
う
視

〜
社
員
の
生
活
リ
ズ
ム
か
ら
考
え
る
健
康
経
営
の
戦
略
〜

〜
今
年
も
大
阪
・
東
京
の
２
会
場
で
開
催
し
ま
す
〜

Seminar Information
　
従
業
員
の
健
康
管
理
を
業
績
向

上
に
欠
か
せ
な
い
投
資
と
し
、
経

営
者
自
ら
、
ま
た
は
役
員
が
責
任

者
と
な
り
、
戦
略
的
に
健
康
経
営

に
取
り
組
む
組
織
が
増
え
て
い
ま

す
。
従
業
員
の
健
康
づ
く
り
の
推

進
は
、医
療
費
削
減
だ
け
で
な
く
、

従
業
員
の
生
産
性
、
創
造
性
、
企

業
イ
メ
ー
ジ
な
ど
を
向
上
さ
せ
る

効
果
を
期
待
で
き
ま
す
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
は
人
事
・
健
康
管

理
部
門
・
労
働
衛
生
担
当
者
に
ぜ

ひ
ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
、
時
間

栄
養
学
に
基
づ
い
た
保
健
事
業
の

実
施
方
法
を
学
べ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
す
。
体
内
時
計
に
着
目
し
て
対

象
者
の
健
康
づ
く
り
を
支
援
す
る

方
法
は
、
性
別
、
年
齢
、
勤
務
体

系
を
問
わ
ず
誰
で
も
簡
単
に
取
り

　
本
セ
ミ
ナ
ー
は
健
康
づ
く
り
施

策
の
基
本
か
ら
実
践
ま
で
幅
広
く

一
度
に
学
べ
る
ベ
ー
シ
ッ
ク
コ
ー

ス
と
、
実
践
的
な
保
健
指
導
技
術

の
習
得
に
集
中
し
た
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　
ベ
ー
シ
ッ
ク
コ
ー
ス
は
厚
生
労

働
科
学
特
別
研
究
の
研
修
教
材
を

も
と
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
、
看
護

師
、
薬
剤
師
、
助
産
師
、
歯
科
衛

生
士
、
栄
養
士
、
准
看
護
師
の
方

が
特
定
保
健
指
導
で
「
食
生
活
改

善
指
導
担
当
者
」
と
し
て
活
躍
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
（
申
請
予
定
）
。
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
コ
ー
ス
で
は
特
定
健
診
・
特
定

保
健
指
導
の
概
要
、
行
動
変
容
に

組
む
こ
と
が
で
き
、
短
期
間
で
減

量
効
果
を
得
ら
れ
ま
す
。
生
活
リ

ズ
ム
が
整
い
、
代
謝
の
よ
い
状
態

を
保
て
る
の
で
、
体
調
が
よ
く
な

り
、
メ
ン
タ
ル
不
調
を
防
ぐ
こ
と

も
可
能
で
す
。

　
ま
ず
、
講
義
で
時
間
栄
養
学
の

基
礎
的
な
知
識
を
整
理
し
ま
す
。

効
果
の
出
る
食
生
活
を
整
え
る
優

先
順
位
、
体
内
時
計
の
仕
組
み
、

時
間
帯
別
の
体
の
状
態
と
栄
養
素

の
吸
収
効
率
、
時
間
帯
別
エ
ク
サ

サ
イ
ズ
、
生
活
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ

た
食
生
活
の
支
援
方
法
な
ど
を
理

解
し
ま
す
。

　
ま
た
、
演
習
を
通
し
て
、
対
象

者
の
生
活
リ
ズ
ム
の
聞
き
取
り
方

法
か
ら
課
題
の
発
見
、
具
体
的
な

改
善
方
法
の
提
案
ま
で
を
ロ
ー
ル

プ
レ
イ
す
る
こ
と
で
、
時
間
栄
養

学
の
知
識
を
対
象
者
の
健
康
づ
く

り
支
援
の
実
際
に
活
用
が
可
能
で

す
。

　
さ
ら
に
、
時
間
栄
養
学
に
基
づ

い
た
冊
子「
お
腹
周
り
・
体
調
ス
ッ

キ
リ
！
１
週
間
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の

使
い
方
を
習
得
し
ま
す
。
１
週
間

で
対
象
者
の
体
調
を
整
え
る
仕
組

み
が
分
か
り
ま
す
。
個
別
支
援
・

集
団
教
育
の
場
で
の
指
導
ツ
ー
ル

と
し
て
す
ぐ
に
活
用
で
き
ま
す
。

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

　
時
間
栄
養
学
を
用
い
た
保
健
指

導
の
効
果
（
主
観
的
健
康
観
の
向

上
と
内
臓
脂
肪
減
少
）
、
１
日
の

食
事
リ
ズ
ム
の
整
え
方
、
時
間
栄

養
学
を
用
い
た
効
果
的
な
１
週
間

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
際
、
か
ら
だ
の

時
間
に
合
わ
せ
た
エ
ク
サ
サ
イ

ズ
、
個
別
支
援
で
の
活
用
方
法
・

演
習
、
集
合
教
育
で
の
活
用
方
法

【
講
師
】

小
島
美
和
子
（
有
限
会
社
ク
オ
リ

テ
ィ
ラ
イ
フ
サ
ー
ビ
ス
代
表
取
締

役
）

【
開
催
日
・
場
所
】

▼
第
35
回
　
11
月
３
日
㈯
愛
知

（
名
古
屋
サ
ン
ス
カ
イ
ル
ー
ム
）

▼
第
36
回
　
11
月
21
日
㈬

東
京
（
Ｃ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
研
修
セ
ン
タ
ー 

秋
葉
原
）

▼
第
37
回
　
11
月
28
日
㈬
大
阪

（
Ｃ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
研
修
セ
ン
タ
ー
新
大

阪
東
）

【
時
間
】
13
時
〜
15
時

【
各
定
員
】
１
５
０
人
程
度
（
先

着
順
）

【
受
講
料（
税
込
）】
５
４
０
０
円

※
詳
細
・
お
申
し
込
み
は
本
会
Ｈ

Ｐ
を
ご
覧
下
さ
い

※
問
い
合
わ
せ

☎
03
（
３
２
６
９
）
４
７
８
５

つ
な
げ
る
能
力
育
成
、
個
別
の
生

活
習
慣
に
お
け
る
実
践
的
な
指
導

技
術
が
身
に
付
き
ま
す
。

　
ど
ち
ら
の
コ
ー
ス
も
生
活
習
慣

病
の
疫
学
か
ら
保
健
指
導
の
知

識
、
技
術
ま
で
効
果
的
な
保
健
指

導
に
必
要
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
解
説
し

た
「
健
康
教
育
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
と

「
拡
大
図
版
セ
レ
ク
ト
シ
ー
ト
」

を
教
材
と
し
て
お
り
、
セ
ミ
ナ
ー

後
の
自
身
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に

利
用
で
き
ま
す
。
特
に
セ
レ
ク
ト

シ
ー
ト
や
食
生
活
調
査
票
を
活
用

し
た
「
高
血
圧
」「
脂
質
異
常
症
」

「
高
血
糖
」「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
」
と
い
っ
た
代
表
的
な

生
活
習
慣
病
に
対
す
る
保
健
指
導

の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
や
事
例
検
討
は

好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
保
健
指
導
の
基
礎
か
ら
ロ
ー
ル

プ
レ
イ
に
よ
る
実
践
的
な
内
容
ま

で
幅
広
く
学
べ
る
内
容
と
な
っ
て

㈯東
京
　
ベ
ー
シ
ッ
ク

平
成
31
年
２
月
14
日
㈭
〜
17
日
㈰

東
京
　
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

平
成
31
年
２
月
14
日
㈭
〜
16
日
㈯

【
コ
ー
ス
リ
ー
ダ
ー
】

岡
山
明
（
生
活
習
慣
病
予
防
研
究

セ
ン
タ
ー
代
表
）

※
受
講
料
・
会
場
等
の
詳
細
は
本

会
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

栄
養
指
導
を

結
果
に
つ
な
げ
る
セ
ミ
ナ
ー

第
₃₅
〜
₃₇
回

「
行
動
変
容
実
践
の
た
め
の

 

保
健
指
導
者
養
成
」セ
ミ
ナ
ー

お
り
ま
す
の
で
、
保

健
指
導
初
心
者
の
方

は
も
ち
ろ
ん
、
保
健

指
導
に
自
信
の
な
い

方
、
今
の
保
健
指
導

に
満
足
し
て
い
な
い

方
は
ぜ
ひ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

【
開
催
日
】

大
阪
　
ス
キ
ル
ア
ッ

プ11
月
22
日
㈭
〜
24
日

1 メタボリックシンドロームとは

メタボリックシンドロームの氷山

メタボリックシンドローム
判断基準（2005年）

内臓脂肪の蓄積
ウエスト周囲径

以下のうち
2項目以上

男性85cm以上
女性90cm以上

脂質異常
中性脂肪
HDLコレステロール
のいずれか、または両方

150mg/dl以上
40mg/dl未満

高血圧
最高血圧
最低血圧
のいずれか、または両方

130mmHg以上
85mmHg以上

高血糖
空腹時血糖値 110mg/dl以上

内臓脂肪（ウエスト）の減少で改善します

内臓脂肪型肥満

高血圧高血糖 脂質異常 内臓脂肪型肥満

高血糖 脂質異常

血
圧
の
薬

運動習慣 食事の改善

個々の薬で、ひとつの山
だけ削っても、他の疾患
は改善されていない

内臓脂肪の減少により、高血糖、高血
圧、脂質異常がともに改善

※許可なく複製、複写、転載することを禁じます

開設形態と相談数（平成29年 7月富山県調査）

※富山県からの相談件数照会に対して回答が得られた18自治体について解析。
※同行支援については実施なしまたは非公開の都道府県を除外して解析。

平均年
間相談
件数

電話
相談
（％）

面接
相談
（％）

同行
支援
（％）

人口10万当たり

相談 同行
病院拠点24時間 3,235.0 67.6 32.4 6.6 3.66 0.24

病院拠点ブランクあり 150.3 73.7 26.3 実施
なし 1.16 ー

連携型24時間 1,692.8 92.2 7.8 9.6 2.52 0.30
連携型ブランクあり 392.6 89.4 10.6 7.5 2.28 0.17

第41回

「
性
犯
罪
・
性
暴
力
被
害
者
の
た
め
の

  

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
」に
つ
い
て

性
教
育
指
導
セ
ミ
ナ
ー

 

全
国
大
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https://www.npa.go.jp/higaisya/renkei/onestop.html
https://www.npa.go.jp/higaisya/renkei/onestop.html
https://jfpa.jp/seminar/sem/top.php
https://jfpa.jp/seminar/sem/top.php
http://www.gender.go.jp/policy/no_violence/avjk/pdf/one_stop.pdf
http://www.gender.go.jp/policy/no_violence/avjk/pdf/one_stop.pdf
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Seminar Information

　
子
ど
も
や
家
庭
、
子
ど
も

の
健
や
か
な
成
長
に
つ
い
て

国
民
全
体
で
考
え
る
こ
と
を

目
的
に
、
毎
年
「
こ
ど
も
の

日
」
か
ら
１
週
間
（
５
月
５

〜
11
日
）
は
、
児
童
福
祉
週

間
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
73
回
目
と
な
る
２
０
１
９

年
度
の
児
童
福
祉
週
間
に
向

け
、
厚
生
労
働
省
で
は
現

在
、
標
語
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
内
容
や
要
領
は
以
下
の

通
り
。

【
募
集
内
容
】
元
気
で
頑
張

る
子
ど
も
た
ち
を
応
援
す
る

標
語
や
、
子
ど
も
た
ち
か
ら

の
未
来
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と

な
る
標
語
。

【
締
切
】
10
月
20
日
㈯

【
主
催
者
】
厚
生
労
働
省
、

（
社
福
）
全
国
社
会
福
祉
協

議
会
、
（
公
財
）
児
童
育
成

協
会

【
問
い
合
わ
せ
】
児
童
育
成

協
会
「
標
語
募
集
係
」

☎
03（
３
４
９
８
）４
５
９
２

◆ 

健
康
長
寿
時
代
を
見
据
え

た
社
会
づ
く
り
の
必
要
性

き
る
社
会
を
つ
く
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

◆ 

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
が

大
き
く
変
化
す
る

　
現
在
65
歳
以
上
の
人
は
、

【
教
育⇒

仕
事⇒

引
退
】
と

い
う
３
ス
テ
ー
ジ
モ
デ
ル
。

一
つ
の
企
業
に
長
く
勤
め
、

自
由
時
間
は
娯
楽
や
消
費
に

充
て
、
老
後
は
年
金
生
活
。

若
い
世
代
か
ら
は
恵
ま
れ
て

い
る
と
思
わ
れ
て
い
る
世
代

で
、
人
生
80
年
時
代
の
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
モ
デ
ル
だ
。

　
40
〜
50
代
の
人
は
、
３
ス

テ
ー
ジ
モ
デ
ル
を
前
提
に
人

生
設
計
を
し
て
き
た
が
、
も

は
や
60
歳
で
リ
タ
イ
ア
す
れ

ば
老
後
が
長
く
な
り
退
職
金

や
年
金
生
活
で
は
資
金
シ
ョ

ー
ト
が
起
き
て
し
ま
う
世

代
。
70
〜
80
歳
と
働
く
期
間

を
延
長
す
る
必
要
性
が
求
め

ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
30
代
以
下
で
は
、
３
ス
テ

ー
ジ
モ
デ
ル
は
全
く
通
用
し

な
い
。
【
教
育⇒

仕
事⇒

学

び
直
し⇒

仕
事⇒

学
び
直
し

⇒

仕
事⇒

引
退
】
と
い
う
マ

ル
チ
ス
テ
ー
ジ
モ
デ
ル
に
チ

し
、
仕
事
の
傍
ら
副
業
を
持

っ
た
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
持

っ
た
り
、
自
由
時
間
は
自
分

で
発
見
し
、
高
齢
に
な
っ
て

も
働
く
。ま
た
、そ
の
時
々
で

携
わ
る
仕
事
に
応
じ
た
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
が
求
め
ら
れ
、
生

涯
に
お
い
て
学
び
続
け
る
た

め
の
自
己
投
資
も
必
要
だ
。

　
「LIFE

　SHIFT

（
ラ

イ
フ
・
シ
フ
ト
）
―
１
０
０

年
時
代
の
人
生
戦
略
」
（
リ

ン
ダ
・
グ
ラ
ッ
ト
ン
／
ア
ン

ド
リ
ュ
ー
・
ス
コ
ッ
ト
著
）

の
中
で
、
２
０
０
７
年
に
日

本
で
生
ま
れ
た
子
ど
も
の
50

％
が
１
０
７
歳
よ
り
長
く
生

き
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

人
生
１
０
０
年
時
代
は
、
若

者
か
ら
高
齢

者
ま
で
全
て

の
人
が
健
康

で
元
気
に
活

躍
し
続
け
ら

れ
る
社
会
、

そ
し
て
、
安

心
し
て
暮
ら

す
こ
と
の
で

ェ
ン
ジ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
人
生
１
０
０
年
時
代
の

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
モ
デ
ル
だ

（
こ
の
モ
デ
ル
に
お
け
る
仕

事
と
は
会
社
員
・
フ
リ
ー
ラ

ン
ス
・
起
業
・
ダ
ブ
ル
ワ
ー

ク
な
ど
幅
広
い
働
き
方
）。長

く
な
る
シ
ニ
ア
時
代
を
、
ま

ず
心
身
共
に
健
康
に
す
ご

◆ 

マ
ル
チ
ス
テ
ー
ジ
と

四
つ
の
健
康

　
こ
の
よ
う
に
、
働
く
期
間

が
長
く
な
り
、
引
退
後
の
老

後
が
短
く
な
る
こ
と
を
考
え

る
と
、
健
康
へ
の
意
識
改
革

と
広
範
な
健
康
へ
の
投
資
が

一
層
重
要
な
時
代
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
る
今
日
、
筆
者

は
、
次
の
四
つ
の
健
康
の
維

持
が
重
要
に
な
り
、
切
れ
目

な
く
マ
ル
チ
に
行
う
必
要
性

が
あ
る
と
考
え
る
。

　
一
つ
目
は
「
か
ら
だ
の
健

康
」。〝
自
分
で
い
か
に
健
康

を
守
っ
て
い
く
か
〞
を
、
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
全
ス

テ
ー
ジ
で
、
行
政
、
教
育
、

職
場
な
ど
社
会
全
体
で
取
り

組
む
こ
と
が
必
要
だ
。

　
二
つ
目
は
「
こ
こ
ろ
の
健

康
」
。
や
り
が
い
の
あ
る
仕

事
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
エ
ン
タ
ー

テ
イ
ン
メ
ン
ト
、
旅
行
、
老

後
の
不
安
の
軽
減
な
ど
個
人

が
活
力
を
維
持
し
続
け
る
こ

と
で
、
変
化
す
る
仕
事
や
人

生
を
楽
し
め
る
マ
イ
ン
ド
を

育
て
維
持
で
き
る
よ
う
な
支

援
が
求
め
ら
れ
る
。

　
三
つ
目
は
「
家
族
の
健

康
」。結
婚
後
も
共
働
き
が
基

本
的
な
生
活
ス
タ
イ
ル
と
な

り
、
育
児
、
家
事
の
分
担
は

も
ち
ろ
ん
、
子
育
て
と
仕
事

の
両
立
、
介
護
と
仕
事
の
両

立
、
子
育
て
・
介
護
と
仕
事

の
両
立
が
必
要
に
な
る
。
企

業
や
社
会
の
取
り
組
み
を
最

大
限
活
用
し
な
が
ら
、
子
育

て
、
住
宅
、
子
ど
も
や
孫
の

教
育
、
介
護
な
ど
家
族
と
の

充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し
、

家
族
の
健
康
を
い
か
に
守
る

か
が
大
切
だ
。

　
そ
し
て
四
つ
目
が
「
お
金

の
健
康
」。今
後
、医
療
保
険

や
年
金
な
ど
社
会
保
険
制
度

は
頻
繁
に
変
更
さ
れ
、
複
雑

化
す
る
だ
ろ
う
。
人
生
を
よ

り
充
実
さ
せ
る
た
め
に
は
、

他
の
三
つ
の
健
康
支
援
に
合

わ
せ
、
行
政
や
企
業
側
か
ら

の
医
療
・
介
護
・
年
金
な
ど

の
情
報
提
供
が
必
要
だ
。

　
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
化
で

人
の
寿
命
は
延
び
る
。
し
か

し
反
対
に
、
会
社
や
職
業
・

職
種
の
寿
命
は
短
く
な
り
、

教
育
を
受
け
就
職
し
て
も
、

そ
の
時
々
に
携
わ
る
仕
事
に

応
じ
た
ス
キ
ル
を
求
め
ら
れ

る
時
代
を
迎
え
る
。
私
た
ち

支
援
者
も
人
生
１
０
０
年
時

代
に
向
け
、
健
康
支
援
の
対

象
者
や
在
り
方
の
チ
ェ
ン
ジ

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

（
本
会
常
務
理
事

 

三
橋
裕
行
）

あなたと赤ちゃんの健康
2019年版 妊娠中から考えるお産のあとの

　母と子の健康を支援するための冊子「妊娠中から考え
るお産のあとのあなたと赤ちゃんの健康」を、公益事業
の一環として2019年も無料配布いたします。
　本冊子は、公益社団法人日本産婦人科医会のご協力の
もと、授乳や家族計画、近年重要性が高まっているメン
タルヘルスなどについて解説されており、妊産婦の方に
とって有益情報を凝縮した一冊です。
　2018年版は全国６割以上の市区町村の他、産婦人科
等の医療機関、子育てサポート企業からお申し込みをい
ただき、発行部数が約50万部と大変好評を得ることが
できました。今回もたくさんのお母さんのお手元に届き
ますよう、皆様からのお申し込みを心よりお待ち申し上
げております。

【仕　　様】AB判変型・24ページ（予定）・オールカラー
【主な内容】 •産後の健康（産後の母体の変化、産後の健康管理、産褥体操、産後うつ）

•授乳（母乳育児のすすめ、乳房ケア、授乳方法、混合栄養と人工栄養、食事の管理）
•家族計画（次の子どもの計画、産後の避妊、避妊法の種類、代表的な避妊法）
•赤ちゃんとの暮らし（環境、衣類とおむつ、沐浴、赤ちゃんの発育・発達、予防接種）
•なんでもQ＆A　他

【申込方法】本会HPからWEB申し込み（電話・ファクスからの受付は不可）
【申込締切】11月16日（金）　【冊子の発送】2019年2月（予定）
【問い合わせ】「あなたと赤ちゃんの健康」係　☎03(3269)4727　FAX03(3267)2658

無料配布の
受付開始

　なお、新規お申し込みをご検討中で冊子見本（2018年版）をご希望される方は、FAX
にてご連絡いただければ１部お送りいたします。本冊子の発行は年に１回のみとなってお
りますため、くれぐれもお申し込み忘れのないようご注意ください。

COMPASS

＊都合により開催が中止または、受講料・内容等が変更となる場合がございます。あらかじめご了承ください。

セミナー名 開催地 開催日 受講料(税込)
第81回　 思春期保健セミナー

コースⅠ（総論編） 東京

9月15日㈯～
17日(月･祝)

32,400円
思春期保健相談士は16,200円

第82回　 思春期保健セミナー
コースⅠ（総論編） 大阪

各21,600円
思春期保健相談士は16,200円第83回　 思春期保健セミナー

コースⅠ（総論編） 福岡

第3回
　データヘルス支援セミナー 東京 9月21日㈮ 10,800円

第6回
　メンタルヘルスセミナー 愛知 12月15日㈯ 10,800円

第８回
　遺伝がわかるセミナー 東京 2019年

１月20日㈰ 10,800円

第29回　 お母さんと子どもの
元気セミナー

「災害時の妊産婦支援セミナー」
東京 2019年

２月23日㈯ 10,800円

第３回
　小児アレルギーを学ぶセミナー 東京 2019年

３月10日㈰ 10,800円

第30回　 お母さんと子どもの
元気セミナー

「子育てにゆとりと笑顔を」
東京 2019年

3月16日㈯ 10,800円

今後の主なセミナー開催予定表

　
東
日
本
大
震
災
以
降
、
全
国
各

地
で
大
き
な
地
震
が
頻
発
し
、
さ

ら
に
大
型
台
風
に
よ
る
風
水
害
、

火
山
噴
火
な
ど
、
自
然
災
害
が
相

次
い
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
災
害
は
い
つ
ど
こ
で
発
生
す
る

か
分
か
り
ま
せ
ん
。
災
害
時
に
は

平
時
の
業
務
の
延
長
線
上
で
対
応

で
き
る
こ
と
ば
か
り
と
は
限
り
ま

せ
ん
。
災
害
時
に
慌
て
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
に
も
、
東
日
本
大
震

災
や
熊
本
地
震
な
ど
の
過
去
の
経

験
に
学
び
つ
つ
、
平
時
か
ら
準
備

を
進
め
て
お
く
こ
と
が
重
要
で

す
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
は
実
例
を
挙
げ
な

が
ら
実
際
に
災
害
時
に
ど
の
よ
う

に
対
応
し
た
か
、
本
来
は
ど
の
よ

う
に
対
応
す
べ
き
だ
っ
た
か
、
何

が
不
足
し
て
い
た
か
な
ど
、
具
体

的
か
つ
実
践
的
な
内
容
に
な
る
よ

う
に
、
「
自
助
」
「
公
助
」
「
共

助
」
そ
し
て
民
間
組
織
を
踏
ま
え

た
「
民
助
」
の
視
点
で
プ
ロ
グ
ラ

ム
し
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
の
対
象
者
は
、
母
子

保
健
に
携
わ
る
専
門
職
と
と
も

に
、防
災
士
、防
災
担
当
者
の
方
も

想
定
し
て
い
ま
す
。
専
門
職
は
防

災
の
仕
組
み
に
つ
い
て
、
防
災
担

当
者
は
母
子
保
健
に
つ
い
て
の
学

び
が
期
待
で
き
ま
す
。「
避
難
所
運

営
ゲ
ー
ム
」
を
取
り
入
れ
た
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
も
行
う
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
新
教
材
の
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
「
大
切
な
赤
ち
ゃ
ん
を
守
る
た

め
に
　
ベ
ビ
ー
防
災
」
（
押
栗
泰

代
著
）
を
使
用
し
、
災
害
に
備
え

て
日
頃
か
ら
ど
の
よ
う
な
備
え
が

必
要
か
、
対
象
者
に
実
際
に
指
導

で
き
る
よ
う
具
体
的
に
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
母
子
保
健
関
係
者
の
今
後
の
活

動
に
大
い
に
役
立
て
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
甚
で
す
。
す
で
に
受
講
受

付
が
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

【
開
催
日
時
】
２
０
１
９
年
２
月

23
日
㈯
10
時
30
分
〜
16
時
（
受
付

９
時
45
分
〜
）

【
会
場
】
全
水
道
会
館
（
東
京
都

文
京
区
）

【
定
員
】
１
０
０
人
（
先
着
順
）

【
対
象
者
】
保
健
師
、
助
産
師
、

看
護
師
、
保
育
士
、
防
災
士
、
防

災
担
当
者
等

【
講
師
】

押
栗
泰
代
（
ナ
ー
シ
ン
グ
ク
リ
エ

イ
ト
㈱
　
代
表
取
締
役
、
保
健
師

WEB申し込みできます

本会HPでは、各セミナーの詳細や紙面で
ご紹介できなかったセミナーがご覧いただけます

TEL：03-3269-4785本会主催セミナーのお問い合わせは

災
害
時
の
妊
産
婦
支
援
セ
ミ
ナ
ー

／
防
災
士
）

押
栗
良
輔
（
ナ
ー
シ
ン
グ
ク
リ
エ

イ
ト
㈱
　
保
育
士
）

吉
田
穂
波
（
神
奈
川
県
立
保
健
福

祉
大
学
ヘ
ル
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ス
ク
ー
ル
設
置
準
備
担
当
　
教

授
、
産
婦
人
科
医
）

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
予
定
）
】

「
赤
ち
ゃ
ん
と
自
分
を
守
る
！
被

災
か
ら
72
時
間
ま
で
に
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
」

「
ベ
ビ
ー
防
災
包
括
セ
ッ
ト
の
紹

介
」

動
画
紹
介
「
健
や
か
親
子
21
〜
鷹

の
爪
団
の
み
ん
な
で
子
育
て
大
作

戦
（
全
５
話
）
」

「
子
ど
も
と
家
族
に
我
慢
を
強
い

な
い
避
難
生
活
の
た
め
に
〜
改
善

ポ
イ
ン
ト
は
コ
コ
！
」

ま
と
め
「
災
害
時
支
援
の
一
気
通

貫
　
自
助
・
公
助
の
連
携
か
ら
共

助
、
民
助
へ
」

【
受
講
料
（
税
込
）
】

１
万
８
０
０
円スマホからは

こちら！
JFPA　セミナー 検索

お
母
さ
ん
と
子
ど
も
の
元
気
セ
ミ
ナ
ー

第
₂₉
回

中継

中継

募集チラシも児童育成
協会のＨＰからダウン
ロードできます
（ h t t p : / / w w w .
kodomono -sh i ro .
or.jp/jigyo/hyougo）

「
児
童
福
祉
週
間
」標
語
募
集

２
０
１
９
年
度 

第
73
回

人
生
100
年
時
代
の
健
康
支
援

https://jfpa.jp/seminar/sem/top.php
http://www.jfpa.or.jp/seminar/
https://jfpa.jp/seminar/sem/seminar.php?sid=2019-013-029
http://www.kodomono-shiro.or.jp/jigyo/hyougo
http://www.jfpa.or.jp/mother_child/health.html
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翻
訳
＝
Ｏ
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ｎ
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海
外
情
報
ク
リ
ッ
プ

■
イ
ラ
ン
か
ら
の
報
告

　
慢
性
的
な
婦
人
科
疾
患
が

な
い
健
康
な
女
性
で
も
普
段

か
ら
強
い
月
経
痛
を
経
験

し
、
そ
の
た
め
に
日
常
生
活

や
性
生
活
に
も
影
響
し
て
く

る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
で
は
、
そ
の
原
因
は
何

　
あ
れ
か
ら
20
余
年
…
１
９

９
７
年
１
月
に
国
が
推
進
す

る
「
生
涯
を
通
じ
た
女
性
の

健
康
支
援
事
業
」
の
一
環
と

し
て
東
京
都
か
ら
委
託
を
受

け
ス
タ
ー
ト
し
た
「
東
京
都

不
妊
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
は
、

２
０
１
２
年
９
月
か
ら
不
育

に
関
す
る
相
談
に
も
対
応
す

る
こ
と
に
な
り
「
東
京
都
不

妊
・
不
育
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

と
名
称
を
改
め
て
今
日
に
至

っ
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
自
治
体
は
不
妊
治

療
を
行
っ
て
い
る
病
院
が
相

談
窓
口
で
、
事
業
実
施
施
設

が
提
出
す
る
書
類
の
「
相
談

を
受
け
る
者
の
資
格
」
欄
に

は
看
護
師
、
助
産
師
な
ど
医

療
職
に
丸
印
が
付
き
ま
す

が
、
本
会
は
不
妊
に
悩
ん
だ

当
事
者
（
ピ
ア
）
に
よ
る
相

談
を
と
考
え
て
い
た
の
で
、

資
格
を
持
つ
方
は
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
東
京
都
の
担
当
者

か
ら
書
類
の
空
欄
を
指
摘
さ

れ
た
際
、
当
時
の
相
談
員
候

補
者
が
言
い
放
っ
た
「
た
だ

の
不
妊
の
女
で
い
か
が
」
の

一
声
に
パ
ワ
ー
を
感
じ
、
こ

の
方
々
な
ら
き
っ
と
う
ま
く

い
く
と
予
感
し
た
の
を
昨
日

の
こ
と
の
よ
う
に
覚
え
て
い

ま
す
。
そ
し
て
20
年
を
経
過

し
た
今
、
不
妊
に
関
す
る
電

話
相
談
の
老
舗
と
い
わ
れ
る

存
在
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
相
談
員
の
不
妊
の
理
由
や

経
過
は
異
な
り
ま
す
が
、
共

通
し
て
い
る
の
は
、
悩
み
を

乗
り
越
え
る
ま
で
の
壮
絶
な

経
験
が
自
分
を
「
た
だ
の
不

妊
の
女
」
と
言
わ
せ
る
強
さ

と
自
信
、
相
談
者
へ
の
優
し

さ
の
源
と
な
っ
て
い
る
こ

と
、
公
的
補
助
金
な
ど
の
社

会
資
源
や
学
術
団
体
が
発
信

す
る
情
報
な
ど
、
ア
ン
テ
ナ

で
し
ょ
う
か
。
イ
ラ
ン
、
ウ

ル
ミ
ア
医
療
大
学
の
研
究
グ

ル
ー
プ
は
、
特
に
「
食
生

活
」
に
注
目
し
て
あ
る
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

　
同
大
学
の
女
子
学
生
（
平

均
年
齢
22
歳
）
の
中
か
ら
、

強
い
月
経
痛
を
訴
え
る
60
人

と
そ
う
で
な
い
60
人
に
対
し

て
、
普
段
の
食
生
活
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
し

た
。
ま
ず
、
食
物
を
大
き
く

約
30
種
類
（
果
物
、
肉
、

魚
、
野
菜
、
乳
製
品
な
ど
）

に
分
け
、
こ
れ
ら
を
食
事
回

数
（
１
日
２
回
、
１
週
４
回

な
ど
）
で
調
査
。
次
に
、
個

人
ご
と
の
食
生
活
パ
タ
ー
ン

を
乳
製
品
／
野
菜
主
体
、
ス

ナ
ッ
ク
主
体
、
混
合
食
の
三

つ
に
割
り
当
て
、
さ
ら
に
そ

の
偏
り
の
程
度
を
３
段
階
に

分
類
し
て
比
較
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
ス
ナ
ッ
ク
主

体
の
食
生
活
パ
タ
ー
ン
だ
け

に
強
い
月
経
痛
と
の
有
意
な

関
連
性
が
認
め
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
ス
ナ
ッ
ク
の
偏

食
の
程
度
が
大
き
く
な
る
に

つ
れ
て
、
月
経
痛
の
リ
ス
ク

も
数
倍
高
く
な
り
ま
し
た
。

　
研
究
者
に
よ
る
と
、
ス
ナ

ッ
ク
類
は
、
月
経
痛
の
症
状

緩
和
に
欠
か
せ
な
い
微
量
元

素
が
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、

糖
、
脂
質
、
塩
分
が
過
剰
と

な
臓
器
は
脳
、
心
臓
、
肝
臓

で
、
そ
れ
ら
に
強
壮
作
用
を

持
つ
ハ
ー
ブ
は
効
果
が
あ
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

参
考

N
ajafi N

,et al.BM
C 

W
om
en’s  Health M

ay 
2018. 

■
増
加
が
続
い
て
い
る
背
景

　
米
国
疾
病
予
防
管
理
セ
ン

タ
ー
（
Ｃ
Ｄ
Ｃ
）
の
「
疾
病

と
死
亡
週
報
」
の
デ
ー
タ
に

よ
る
と
、
２
０
１
６
年
の
自

殺
者
数
は
約
４
万
５
千
人
。

過
去
約
15
年
間
に
44
州
で
増

加
し
、
そ
の
う
ち
25
州
で
は

神
的
問
題
が
あ
る
と
さ
れ
て

い
た
の
は
46
％
で
、
残
り
半

数
以
上
は
特
定
さ
れ
て
い
な

い
か
不
明
で
し
た
。
こ
の
半

数
以
上
の
自
殺
者
の
背
景
を

詳
し
く
調
べ
る
と
、
性
別
は

男
性
、
社
会
的
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
ー
、
自
殺
す
る
直
前
に
殺

人
を
犯
し
て
い
る
と
い
う
パ

タ
ー
ン
な
ど
が
よ
り
多
い
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。ま
た
、

こ
の
う
ち
約
２
割
は
軍
隊
に

所
属
し
て
い
た
、
あ
る
い
は

発
生
時
に
所
属
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
た
め
か
、
自
殺
方

法
も
銃
に
よ
る
も
の
が
半
分

以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
自
殺
対
策
の
専
門
家
は
、

犯
罪
や
訴
訟
の
問
題
、
住
居

の
立
ち
の
き
や
崩
壊
、
自
然

災
害
、
対
人
関
係
や
職
場
の

問
題
な
ど
も
自
殺
の
引
き
金

と
な
る
の
で
、
自
殺
対
策
は

包
括
的
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

を
巻
き
込
ん
だ
も
の
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
Ｃ
Ｄ
Ｃ
の
報
告
書
に
は
、

若
い
と
き
か
ら
対
人
ス
キ
ル

や
問
題
解
決
ス
キ
ル
を
身
に

付
け
る
こ
と
で
、
社
会
と
の

連
帯
感
と
帰
属
意
識
が
生
ま

れ
、
そ
れ
に
よ
り
自
分
自
身

が
社
会
的
支
援
を
受
け
や
す

く
す
る
だ
け
で
な
く
、
自
殺

リ
ス
ク
の
あ
る
人
を
早
く
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ
の

よ
う
な
公
衆
衛
生
対
策
を
進

め
る
必
要
が
あ
る
と
結
ん
で

い
ま
す
。

参
考

M
M
W
R Vol.67 No.22.

■
人
工
知
能
の
新
た
な
応
用

　
近
年
、人
工
知
能（
Ａ
Ｉ
）

の
技
術
は
目
覚
ま
し
く
発
達

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
応

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
一
つ
が
Ａ
Ｉ
を
搭

載
し
た
ヒ
ト
型
ロ
ボ
ッ
ト
で

す
。
そ
し
て
、
こ
の
ロ
ボ
ッ

ト
を
自じ

慰い

行
為
の
介
助
パ
ー

ト
ナ
ー
に
仕
立
て
て
、
「
セ

ッ
ク
ス
ボ
ッ
ト
」
と
称
し
て

商
品
化
し
販
売
す
る
ま
で
に

な
っ
た
と
米
国
の
ニ
ュ
ー
ス

で
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
世
界
で
４
社
が
セ

ッ
ク
ス
ボ
ッ
ト
を
販
売
し
て

い
ま
す
。
一
体
５
千
ド
ル
か

ら
５
万
ド
ル
を
超
え
る
も
の

が
年
間
６
０
０
体
以
上
も
世

界
中
に
販
売
さ
れ
て
い
る
の

は
何
故
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
ず
、
そ
の
作
り
が
極
め

て
精
巧
に
で
き
て
お
り
、
一

世
代
前
の
マ
ネ
キ
ン
と
は
全

く
質
感
が
違
い
、
刺
激
を
与

え
る
と
リ
ア
ル
に
反
応
し
ま

す
。
所
有
者
本
人
に
と
っ
て

は
ま
さ
に
「
良
き
パ
ー
ト
ナ

ー
」
で
す
。

　
あ
る
企
業
オ
ー
ナ
ー
に
よ

れ
ば
「
欲
求
が
う
っ
積
し
た

状
態
を
続
け
る
こ
と
は
良
く

な
い
。
セ
ッ
ク
ス
ボ
ッ
ト
と

行
為
を
す
る
こ
と
で
、
禁
欲

状
態
が
解
消
さ
れ
る
だ
け
で

な
く
、
性
犯
罪
や
売
春
、
さ

ら
に
は
性
感
染
症
を
減
ら
す

こ
と
が
期
待
で
き
、
倫
理
や

法
律
に
反
す
る
こ
と
も
な

い
」
と
説
明
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
異
論
も
多
く

「
こ
れ
ら
の
効
用
を
示
し
た

エ
ビ
デ
ン
ス
は
な
く
、
そ
も

そ
も
そ
の
よ
う
な
研
究
自
体

が
皆
無
に
等
し
い
」
と
い
う

論
評
が
有
名
医
学
雑
誌
に
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
と
は
別
に
、
ヒ
ト
型

ロ
ボ
ッ
ト
の
ニ
ー
ズ
と
し
て

挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
単

身
の
高
齢
者
や
家
族
が
い
な

い
孤
独
感
を
持
つ
人
、
身
体

の
不
具
合
、
あ
る
い
は
性
的

ト
ラ
ウ
マ
が
あ
る
人
を
対
象

と
し
た
も
の
な
ど
で
す
。
た

健
康
に
悪
い
食
物
で
あ
る
こ

と
が
影
響
し
て
い
る
可
能
性

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
女
性
の
月
経
と
食
生
活
に

関
連
す
る
報
告
は
、
同
じ
く

イ
ラ
ン
の
シ
ャ
ヘ
ド
大
学
の

研
究
グ
ル
ー
プ
も
発
表
し
て

い
ま
す
。
研
究
者
ら
は
、
ハ

ー
ブ
の
一
種
の
レ
モ
ン
バ
ー

ム
か
ら
抽
出
し
た
成
分
を
、

性
欲
低
下
障
害
と
診
断
さ
れ

た
89
人
の
イ
ラ
ン
人
女
性
を

対
象
に
投
与
し
、
そ
の
効
果

を
調
べ
ま
し
た
。
レ
モ
ン
バ

ー
ム
エ
キ
ス
５
０
０
㍉
㌘
ま

た
は
プ
ラ
セ
ボ
を
１
日
２
回

４
週
間
経
口
投
与
し
、
Ｆ
Ｓ

Ｆ
Ｉ（
性
機
能
評
価
指
数
）ス

コ
ア
で
見
た
結
果
、
有
意
な

改
善
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
ペ
ル
シ
ャ
医
学
に
よ
れ

ば
、
性
機
能
に
関
わ
る
重
要

だ
し
、
こ
れ
ら
に
対
し
て
も

ヒ
ト
型
ロ
ボ
ッ
ト
が
こ
の
よ

う
な
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
こ
と

が
で
き
る
の
か
ど
う
か
は
十

分
な
デ
ー
タ
が
な
い
こ
と
か

ら
、「
現
段
階
で
は
『
予
測
原

則
』
に
準
じ
て
使
用
を
控
え

る
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
結

論
で
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
論
評
の
中
で
、
セ
ッ
ク
ス

ボ
ッ
ト
に
関
連
し
た
大
き
な

問
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
た
の

は
、
あ
る
会
社
が
子
ど
も
型

ロ
ボ
ッ
ト（
ペ
ド
ボ
ッ
ト
）を

製
造
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
速
や
か
に

販
売
を
中
止
す
る
べ
き
だ

と
、
英
国
の
エ
セ
ッ
ク
ス
大

学
Ａ
Ｉ
・
ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク
ス

社
会
学
の
専
門
家
ノ
エ
ル
・

シ
ャ
ー
キ
ー
氏
も
警
告
し
て

い
ま
す
。
氏
は
、
ロ
ボ
ッ
ト

は
高
齢
者
や
小
児
の
ケ
ア
、

医
療
や
手
術
、
教
育
、
テ
ロ

の
防
止
な
ど
に
応
用
す
る
べ

き
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

参
考

C
ox-G

eorge C
, et 

al.BM
J Sex R

eprod 
Health June 2018. 

を
広
げ
よ
く
勉
強
し
て
い
る

こ
と
だ
と
、
共
に
時
を
重
ね

る
中
で
感
じ
て
い
ま
す
。

　
相
談
内
容
は
、
社
会
の
出

来
事
が
大
き
く
影
響
し
ま

す
。
例
え
ば
著
名
人
の
妊
娠

報
道
。
少
し
年
齢
が
高
か
っ

た
り
、
不
妊
治
療
中
で
あ
る

の
存
在
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
相
談
員
に
印
象
に
残
っ
て

い
る
話
を
尋
ね
る
と
、
「
友

人
が
妊
娠
し
た
こ
と
を
心
か

ら
祝
え
な
い
自
分
が
イ
ヤ
」

「
年
賀
状
の
子
ど
も
の
写
真

を
見
る
と
い
た
た
ま
れ
な

い
」
と
い
う
声
。
そ
れ
は
か

つ
て
の
自
分
自
身
の
言
葉
か

も
と
。
ま
た
、
「
自
分
に
不

妊
の
原
因
が
あ
る
こ
と
を
親

に
言
い
出
せ
な
い
」
男
性
の

苦
悩
。
「
ア
メ
リ
カ
で
卵
提

供
を
予
定
し
て
い
る
娘
に
、

心
配
で
諦
め
る
こ
と
を
提
案

し
た
い
が
、
本
人
の
期
待
が

大
き
い
の
で
言
い
出
せ
な

い
」
と
訴
え
る
母
親
。
自
分

も
治
療
し
て
妊
娠
・
出
産
し

た
こ
と
を
打
ち
明
け
「
気
持

ち
が
分
か
る
か
ら
、
治
療
開

始
を
迷
っ
て
い
る
娘
に
来
週

電
話
を
さ
せ
る
か
ら
不
安
を

聞
い
て
や
っ
て
」
と
親
子
で

利
用
し
た
ケ
ー
ス
、
な
ど
ピ

ア
が
対
応
す
る
本
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
に
し
か
寄
せ
ら
れ
な
い

事
例
が
散
見
さ
れ
ま
す
。

　「
東
京
都
不
妊
・
不
育
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
の
週
１
回
火
曜

の
開
設
日
に
は
、
時
に
「
ど

う
し
て
も
子
ど
も
を
持
ち
た

い
」
と
い
う
悩
み
と
、
思
春

期
・
Ｆ
Ｐ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
に

届
く
「
計
画
し
て
い
な
い
妊

娠
を
し
た
か
も
し
れ
な
い
」

と
、相
反
す
る
女
性
の（
た
ま

に
男
性
も
）
支
援
を
求
め
る

声
が
相
談
室
を
飛
び
交
い
複

雑
な
思
い
に
駆
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
環
境
に
身
を

置
い
て
い
る
と
、
「
妊
娠
」

は
特
に
女
性
の
一
生
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
影
響
す
る
出

来
事
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し

ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
避
妊
教

育
は
重
要
で
す
。
さ
ら
に
自

身
の
選
択
で
あ
っ
て
も
、
不

こ
と
を
公
表
し
た
方
だ
っ
た

り
す
る
と
、
治
療
を
諦
め
か

け
て
い
た
方
の
心
を
ざ
わ
つ

か
せ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
こ
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
が

他
と
大
き
く
違
う
の
は
、
治

療
の
進
め
方
で
は
な
く
、

「
止
め
時
」
を
意
識
す
る
人

妊
で
あ
っ
て
も
、
子
ど
も
が

い
な
い
こ
と
が
生
き
づ
ら
い

社
会
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

と
思
う
の
で
す
。

（
家
族
計
画
研
究
セ
ン
タ
ー

部
長
　
杉
村
由
香
理
）

増
加
率
が
30
％
を
超
え
ま
し

た
。
男
女
と
も
、
ど
の
人
種

で
も
、
そ
し
て
75
歳
未
満
の

全
て
の
年
齢
層
で
増
加
が
認

め
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

自
傷
行
為
を
犯
し
て
救
急
病

院
へ
搬
送
さ
れ
た
件
数
も
42

％
増
加
し
ま
し
た
。

　
12
年
に
Ｃ
Ｄ
Ｃ
と
公
衆
衛

生
局
は
「
自
殺
防
止
の
た
め

の
対
策
」
を
発
動
し
、
精
神

的
な
問
題
を
抱
え
た
人
を
特

定
し
て
自
殺
行
為
の
再
発
予

防
に
注
力
し
て
き
ま
し
た
。

Ｃ
Ｄ
Ｃ
が
最
近
の
自
殺
統
計

の
詳
細
な
分
析
を
し
た
と
こ

ろ
、
自
殺
者
全
体
の
う
ち
精

電話相談
●思春期・FPホットライン
　☎03(3235)2638
● 東京都不妊・不育ホットライン
☎03(3235)7455
※火曜日のみ

電話相談員募集！
上記の相談に応じる専門家を募集中です。平日の昼、
市谷にお越しいただける方。詳細は、☎03(3235)2694

●EC・OCコール
　☎03(3267)1404
●OCヘルプデスク
　☎03(6280)8404
●OCサポートコール
　☎03(3267)4104

市谷
クリニックへ
ようこそ！

自殺の
疫学調査

女性の
月経と性機能に
影響する食生活

性犯罪の抑制に
つながるのか？
―ヒト型ロボット―

http://www.jfpa.or.jp/luve-jelly/
http://www.jfpa-clinic.org/
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程
に
は
可か

塑そ

性せ
い

が
あ
っ
て
、

子
宮
内
の
環
境
や
刺
激
に
よ

っ
て
、
一
つ
の
遺
伝
子
型
か

ら
異
な
る
フ
ェ
ノ
タ
イ
プ

（
表
現
型
）
が
生
成
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
る
と
い
う
考
え

が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
後
、
子
宮
内
発
育
不

全
の
な
い
早
産
低
出
生
体
重

児
に
お
い
て
も
、
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
症
候
群
の
発
症
頻
度
が

高
い
と
い
っ
た
Ｆ
Ｏ
Ａ
Ｄ
説

で
は
説
明
で
き
な
い
研
究
結

果
が
報
告
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
グ
ル
ッ
ク

マ
ン
氏
ら
が
Ｆ
Ｏ
Ａ
Ｄ
説
を

発
展
さ
せ
て
、
Ｄ
Ｏ
Ｈ
ａ
Ｄ

説
（D

evelopm
ental 

Origins of H
ealth and 

Disease

）
を
提
唱
し
ま
し

た
。
成
人
期
の
非
感
染
性
疾

患
（
Ｎ
Ｃ
Ｄ
ｓ
）
の
発
症
リ

ス
ク
は
、
遺
伝
的
素
因
や
成

人
期
の
生
活
習
慣
だ
け
で
な

く
、
胎
児
期
や
乳
児
期
の
環

境
に
左
右
さ
れ
る
と
い
う
考

え
で
す
。
現
在
で
は
、
Ｄ
Ｏ

Ｈ
ａ
Ｄ
説
は
さ
ま
ざ
ま
な
疫

学
研
究
や
動
物
実
験
で
も
支

持
さ
れ
て
お
り
、
胎
児
期
の

環
境
が
エ
ピ
ゲ
ノ
ム
の
変
化

を
起
こ
し
、
次
世
代
に
伝
わ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ゲ
ノ
ム
と
エ
ピ
ゲ
ノ
ム
の

　
私
は
、
２
０
０
４
年
国
立

国
際
医
療
セ
ン
タ
ー
（
現
国

立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ

ー
）
で
初
期
研
修
医
と
し
て

勤
務
し
、
06
年
よ
り
同
病
院

に
て
産
婦
人
科
医
と
し
て
13

年
間
臨
床
を
行
い
現
在
に
至

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
胎

児
と
妊
婦
の
こ
と
に
関
心
が

深
ま
り
、
そ
の
時
Ｄ
Ｏ
Ｈ
ａ

Ｄ
と
い
う
分
野
を
知
り
、
胎

児
期
の
栄
養
状
況
で
エ
ピ
ゲ

ノ
ム
が
変
化
す
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
に
興
味
を
持
ち
ま

し
た
。
現
在
、
低
出
生
体
重

と
栄
養
の
関
係
に
つ
い
て
の

調
査
研
究
も
し
て
い
ま
す
。

こ
の
研
究
の
ベ
ー
ス
に
あ
る

考
え
方
を
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
ま
ず
は
Ｆ
Ｏ
Ａ
Ｄ

説
と
Ｄ
Ｏ
Ｈ
ａ
Ｄ
説
、
エ
ピ

ゲ
ノ
ム
に
つ
い
て
お
話
し
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
Ｆ
Ｏ
Ａ
Ｄ
説
（Fetal 

O
rigins of A

dult 
Disease

）
と
い
う
の
は
、

英
国
の
疫
学
者
で
あ
る
デ
ビ

ッ
ド
・
バ
ー
カ
ー
氏
が
、
１

９
８
０
年
代
に
提
唱
し
た
考

え
方
で
、
日
本
語
に
訳
す
と

「
成
人
病
胎
児
期
発
症
起
源

説
」
に
な
り
ま
す
。
こ
の
説

は
、
胎
児
期
の
状
況
が
、
将

来
の
生
活
習
慣
病
の
発
症
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
い

う
も
の
で
、
バ
ー
カ
ー
氏

は
、
低
成
長
や
低
栄
養
の
代

理
マ
ー
カ
ー
と
い
え
る
低
出

生
体
重
が
、
大
人
に
な
っ
て

か
ら
の
冠
動
脈
疾
患
、
高
血

圧
、
肥
満
、
イ
ン
ス
リ
ン
耐

性
な
ど
と
関
連
し
て
い
る
と

主
張
し
ま
し
た
。
こ
の
説
の

前
提
に
は
、
胎
児
の
発
育
過

　
シ
リ
ー
ズ
最
終
回
と
な
る
今
号
で
は
、
国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
産
婦
人
科

の
中
西
美
紗
緒
先
生
に
、
妊
娠
時
の
栄
養
摂
取
が
胎
児
に
及
ぼ
す
影
響
か
ら
、
葉
酸

の
代
謝
、
痩
せ
の
リ
ス
ク
な
ど
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

 

※
第
１
〜
３
回
は
本
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
（
編
集
部
）

違
い
で
す
が
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
塩

基
配
列
情
報
を
ゲ
ノ
ム
と
い

う
の
に
対
し
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
塩

基
配
列
を
変
え
る
こ
と
な

く
、
遺
伝
子
の
働
き
を
制
御

す
る
情
報
を
エ
ピ
ゲ
ノ
ム
と

い
い
ま
す
。
エ
ピ
ゲ
ノ
ム
の

す
。
一
方
、
食
品
中
の
葉
酸

の
大
半
は
、
ポ
リ
グ
ル
タ
ミ

ン
酸
型
と
し
て
存
在
し
、
酵

素
タ
ン
パ
ク
質
と
結
合
し
た

状
態
で
存
在
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ポ
リ
グ
ル
タ
ミ
ン
酸

型
葉
酸
は
、
モ
ノ
グ
ル
タ
ミ

ン
酸
型
葉
酸
に
比
べ
て
加
熱

調
理
に
よ
っ
て
活
性
が
失
わ

れ
や
す
い
と
い
わ
れ
、
日
本

人
の
平
均
的
な
食
事
に
含
ま

れ
る
葉
酸
の
相
対
生
体
利
用

率
は
、
モ
ノ
グ
ル
タ
ミ
ン
酸

型
の
約
50
％
と
の
報
告
も
あ

り
ま
す
。
食
事
摂
取
基
準
の

数
値
は
、
モ
ノ
グ
ル
タ
ミ
ン

酸
型
葉
酸
で
設
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
Ｏ
Ｃ
Ｍ
に
つ
い
て
理
解
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
代
謝

や
代
謝
経
路
に
つ
い
て
簡
単

に
復
習
し
ま
す
と
、
高
校
の

生
物
学
の
授
業
で
、
解
糖
系

や
ク
エ
ン
酸
回
路
な
ど
は
教

わ
り
ま
し
た
よ
ね
。
代
謝
と

は
、
生
命
の
維
持
の
た
め
に

必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
獲
得

や
、
成
長
に
必
要
な
有
機
材

料
を
合
成
す
る
た
め
に
生
体

内
で
起
こ
る
化
学
反
応
の
総

称
で
す
。
代
謝
経
路
と
は
、

一
連
の
化
学
反
応
の
道
筋
の

こ
と
で
す
。
代
謝
経
路
の
中

で
、
一
つ
の
化
学
反
応
で
で

き
た
物
が
、
次
に
続
く
反
応

の
基
質
と
な
り
ま
す
。

　
葉
酸
、
メ
チ
オ
ニ
ン
、
ビ

タ
ミ
ン
Ｂ
12
な
ど
の
栄
養
素

は
、
葉
酸
と
メ
チ
オ
ニ
ン
の

共
役
し
た
代
謝
経
路
を
軸
と

す
る
Ｏ
Ｃ
Ｍ
を
構
成
し
ま

す
。

　
図
２
の
右
側
に
あ
る
メ
チ

オ
ニ
ン
の
代
謝
に
よ
っ
て
作

ら
れ
る
Ｓ‒

ア
デ
ノ
シ
ル
メ

チ
オ
ニ
ン
は
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
ヒ

ス
ト
ン
の
メ
チ
ル
化
の
際
の

基
質
と
な
り
ま
す
。
ホ
モ
シ

ス
テ
イ
ン
の
濃
度
増
加
は
、

骨
粗
し
ょ
う
症
、
脳
梗
塞
、

　
出
生
体
重
の
低
下
に
は
、

多
く
の
要
因
が
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
日
本
で
痩

せ
の
女
性
が
増
え
て
い
る
の

は
心
配
で
す
。
痩
せ
た
状
態

で
妊
娠
し
、
妊
娠
中
の
食
生

活
が
偏
っ
て
い
た
り
し
て
、

体
重
が
十
分
増
え
な
い
妊
娠

経
過
で
は
、
児
は
低
栄
養
に

暴
露
さ
れ
て
、
そ
れ
に
適
合

し
た
代
謝
系
や
臓
器
が
作
ら

れ
ま
す
。
そ
の
後
に
、
栄
養

豊
富
な
環
境
で
生
活
す
る
と

環
境
に
適
応
で
き
な
く
な

り
、
や
が
て
生
活
習
慣
病
を

は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
疾
病

が
発
症
し
や
す
く
な
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｏ
Ｃ
Ｍ
の
と
こ
ろ
で
述
べ

た
よ
う
に
、
血
中
ホ
モ
シ
ス

テ
イ
ン
の
上
昇
は
、
骨
粗
し

ょ
う
症
や
、
脳
梗
塞
、
認
知

症
な
ど
の
リ
ス
ク
を
増
加
さ

せ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま

　
今
年
の
５
月
に
は
「One 

carbon m
etabolism

（
Ｏ

Ｃ
Ｍ
）
か
ら
み
た
妊
娠
中
の

葉
酸
の
動
態
と
そ
の
影
響
」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
学
会
発

表
し
ま
し
た
。carbon

と

は
「
炭
素
」
の
こ
と
、

m
etabolism

は
「
代
謝
」

の
と
い
う
意
味
で
す
。
葉
酸

は
、
パ
ラ
ア
ミ
ノ
安
息
香
酸

に
プ
テ
リ
ン
が
結
合
し
、
も

う
一
方
に
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
が

結
合
し
た
構
造
を
し
て
い
ま

す
。
葉
酸
は
、
狭
義
に
は
グ

ル
タ
ミ
ン
酸
が
一
つ
結
合
し

た
モ
ノ
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
型

（
プ
テ
ロ
イ
ル
モ
ノ
グ
ル
タ

ミ
ン
酸
、
図
１
）
を
指
し
ま

す
が
、
広
義
に
は
、
複
数
の

グ
ル
タ
ミ
ン
酸
が
結
合
し
た

ポ
リ
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
型
も
含

む
総
称
で
す
。
葉
酸
サ
プ
リ

メ
ン
ト
に
含
ま
れ
る
の
は
、

モ
ノ
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
型
で

一
つ
の
現
象

と
し
て
、
Ｄ

Ｎ
Ａ
の
Ｃ
ｐ

Ｇ
と
い
う
配

列
の
部
分
で

Ｃ
（
炭
素
原

子
）
に
メ
チ

ル
基
（‒

Ｃ

Ｈ
３

）
が
く

っ
つ
く
「
Ｄ

Ｎ
Ａ
メ
チ
ル

化
」
と
い
う

の
が
あ
り
ま

す
。
一
般
的

に
Ｄ
Ｎ
Ａ
メ

チ
ル
化
は
遺

伝
子
発
現
を

抑
制
状
態
に

す
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
双
子
は
基
本
的
に
同
じ

ゲ
ノ
ム
を
持
つ
の
に
、
外
見

が
少
し
違
っ
た
り
、
病
気
に

な
り
や
す
さ
が
違
っ
た
り
す

る
の
は
、
エ
ピ
ゲ
ノ
ム
が
変

化
す
る
か
ら
で
す
。

す
。

　
日
本
で
は
、
出
産
、
授
乳

期
、
幼
児
〜
学
童
期
、
思
春

期
、
成
人
・
老
年
期
を
追
う

よ
う
な
長
期
の
研
究
は
行
わ

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
、

次
世
代
の
Ｎ
Ｃ
Ｄ
ｓ
（
が

ん
、
認
知
症
、
生
活
習
慣
病

等
を
含
む
非
感
染
性
疾
患
）

の
発
症
リ
ス
ク
の
低
減
を
目

指
し
た
取
り
組
み
が
求
め
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。

グ
ル
タ
ミ
ン
酸
型
に
な

る
よ
う
で
す
。

　
食
事
性
葉
酸
の
場
合

は
、
メ
チ
オ
ニ
ン
合
成

酵
素
と
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
12

を
介
し
て
代
謝
さ
れ
ま

す
が
、
葉
酸
サ
プ
リ
の

場
合
は
、
そ
れ
を
介
さ

ず
に
ジ
ヒ
ド
ロ
葉
酸
↓

テ
ト
ラ
ヒ
ド
ロ
葉
酸
↓

５
，
10
メ
チ
レ
ン
テ
ト

ラ
ヒ
ド
ロ
葉
酸
↓
ジ
ヒ

ド
ロ
葉
酸
の
間
で
Ｄ
Ｎ

Ａ
合
成
が
で
き
て
し
ま

い
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
12
欠

乏
に
よ
る
巨
赤
芽
球
性

貧
血
を
マ
ス
ク
す
る
こ

と
に
な
る
の
が
、
サ
プ

リ
を
摂
取
す
る
場
合
の

注
意
点
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
妊
娠
前
か
ら
周
産
期
に
お

け
る
母
体
の
栄
養
が
Ｏ
Ｃ
Ｍ

認
知
症
、
心
血
管
疾
患
、
二

分
脊
椎
症
な
ど
の
リ
ス
ク
因

子
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
ま
す
（
図
３
）
。

　
一
方
、
図
２
の
左
側
が
葉

酸
代
謝
系
で
す
。
食
事
由
来

の
葉
酸
は
ほ
と
ん
ど
５
メ
チ

ル
テ
ト
ラ
ヒ
ド
ロ
葉
酸
の
モ

ノ
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
型
と
し
て

細
胞
内
に
入
る
こ
と
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
Ｏ

Ｃ
Ｍ
が
回
転
し
メ
チ
オ
ニ
ン

合
成
酵
素
と
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
12

を
介
し
て
、
ポ
リ
グ
ル
タ
ミ

ン
酸
型
の
テ
ト
ラ
ヒ
ド
ロ
葉

酸
と
な
り
ま
す
。
一
方
で
、

サ
プ
リ
メ
ン
ト
由
来
の
葉
酸

は
一
定
量
を
超
え
る
と
そ
の

ま
ま
モ
ノ
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
型

の
ジ
ヒ
ド
ロ
葉
酸
、
テ
ト
ラ

ヒ
ド
ロ
葉
酸
を
経
て
、
ポ
リ

ト
リ
メ
ス
タ
ー
と
呼
ば
れ
る

妊
娠
13
週
ま
で
の
間
に
採
取

し
た
血
液
か
ら
、
血
清
葉
酸

値
な
ど
を
調
べ
て
、
さ
ら
に

簡
易
型
自
記
式
質
問
表
を
使

っ
て
食
事
歴
に
つ
い
て
の
調

査
も
行
い
ま
し
た
。
葉
酸
値

は
、
50
パ
ー
セ
ン
タ
イ
ル
値

を
カ
ッ
ト
オ
フ
値
と
し
、
葉

酸
値
が
低
い
群
と
高
い
群
に

分
け
ま
し
た
。

　
詳
し
い
研
究
結
果
と
考
察

は
、
学
会
発
表
し
て
い
ま
す

の
で
、
こ
こ
で
は
控
え
ま
す

が
、
母
体
の
血
清
葉
酸
値

が
、
Ｏ
Ｃ
Ｍ
の
代
謝
回
転
を

通
じ
て
胎
盤
や
胎
児
の
発
育

に
関
与
す
る
可
能
性
が
示
唆

さ
れ
ま
し
た
。

　
研
究
の
一
環
と
し
て
、
妊

娠
前
に
葉
酸
サ
プ
リ
メ
ン
ト

を
飲
ん
で
い
た
か
ど
う
か
に

つ
い
て
質
問
し
た
と
こ
ろ
、

結
果
は
22
・
６
％
で
し
た
。

最
近
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
葉

酸
サ
プ
リ
の
宣
伝
を
見
掛
け

ま
す
の
で
、
以
前
よ
り
認
知

度
は
上
が
っ
て
き
た
と
思
い

ま
す
が
、
こ
の
調
査
の
時
点

で
は
、
４
人
に
１
人
も
飲
ん

で
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

を
通
じ
て
、
胎
児
や

胎
盤
の
エ
ピ
ゲ
ノ
ム

に
関
与
す
る
可
能
性

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
そ
こ
で
、
12
年
４

月
か
ら
約
２
年
半
に

わ
た
り
実
施
し
た
研

究
で
は
、
母
体
の
Ｏ

Ｃ
Ｍ
関
連
栄
養
素
お

よ
び
栄
養
摂
取
状
況

と
、
胎
盤
重
量
、
新

生
児
体
重
の
関
連
に

つ
い
て
検
討
し
ま
し

た
。
研
究
へ
の
参
加

協
力
を
お
願
い
し
た

の
は
、
当
院
と
他
２

施
設
で
周
産
期
管
理

を
行
っ
た
妊
婦
１
０

０
名
余
で
す
。

　
研
究
の
手
順
で
す

が
、
フ
ァ
ー
ス
ト
・

※ 

本
シ
リ
ー
ズ
（
全
４
回
）
は
、

本
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
中

中西美紗緒氏
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Ｃ
Ｍ
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Ｏ
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本
連
載
で
は
、「
職
域
保
健
に
お
け
る
地
方
・
地
域
」
を
テ
ー
マ
に
さ
ま
ざ
ま
な
エ

リ
ア
の
特
徴
と
、
そ
こ
で
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。
今
号
は
、
Ｊ
Ａ
厚

生
連
帯
広
厚
生
病
院
の
太
田
由
紀
さ
ん
に
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。
（
編
集
部
）

　
東
京
医
療
保
健
大
学
で

は
、
品
川
区
と
協
働
し
、
大

学
２
年
生
の
授
業
の
一
環
と

し
て
、
学
生
ら
の
運
営
に
よ

る
、
区
民
の
健
康
啓
発
イ
ベ

ン
ト
を
行
っ
て
い
る
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
毎
年

５
〜
６
月
に
か
け
て
五
反
田

と
八
潮
の
２
会
場
で
計
９
回

行
わ
れ
て
い
る
。
地
域
の
絆

を
強
め
な
が
ら
、
住
民
ら
に

健
康
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、

区
民
な
ら
誰
で
も
無
料
で
参

加
で
き
る
。

◆ 

職
員
が
安
全
に
健
康
に

働
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
に

　
私
は
、
北
海
道
の
東
、
十

勝
平
野
が
広
が
る
帯
広
市
に

あ
り
ま
す
帯
広
厚
生
病
院

で
、
６
年
前
よ
り
産
業
保
健

師
を
し
て
い
ま
す
。
当
院

は
、
広
域
中
核
病
院
で
あ
り

「
最
も
信
頼
さ
れ
選
ば
れ
る

病
院
づ
く
り
」
を
理
念
と
し

て
、
診
療
科
23
科
、
病
床
数

７
４
８
床
、
職
員
数
１
５
３

５
名
（
２
０
１
８
年
７
月
１

日
現
在
）
の
総
合
病
院
で

す
。
医
療
過
疎
と
い
わ
れ
る

道
東
地
域
の
医
療
活
動
を
守

り
、
発
展
し
続
け
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
当
院
に
お
い

て
、
そ
の
最
大
の
資
本
は
１

５
３
５
名
の
職
員
一
人
一
人

で
す
。
田
舎
か
ら
都
会
へ
の

若
者
の
流
出
は
こ
の
十
勝
帯

広
で
も
顕
著
で
、
医
療
従
事

者
の
確
保
は
大
き
な
課
題
で

す
。
こ
の
背
景
か
ら
も
、
職

員
の
誰
一
人
と
し
て
心
身
の

健
康
が
害
さ
れ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
に
、
安
全
に
健
康
に

働
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
医

療
機
関
に
お
け
る
産
業
保
健

活
動
は
重
要
と
考
え
ま
す
。

　
具
体
的
な
活
動
の
一
部
を

ご
紹
介
し
ま
す
と
、
健
康
診

断
の
事
後
措
置
、
心
の
健
康

づ
く
り
、
治
療
と
就
業
の
両

立
支
援
、
腰
痛
予
防
対
策
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
活
動
を
産

業
医
と
共
に
実
施
し
て
い
ま

す
。

◆ 
力
を
入
れ
始
め
た

糖
尿
病
対
策

　
健
康
診
断
の
事
後
措
置
に

お
い
て
は
、
十
勝
の
糖
尿
病

体
力
測
定
、
大
道
芸
人
や
学

生
ら
に
よ
る
出
し
物
・
ダ
ン

ス
な
ど
、
参
加
者
が
楽
し
み

な
が
ら
健
康
長
寿
を
考
え
ら

れ
る
工
夫
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
。

　
取
材
し
た
６
月
１
日
は
、

「
笑
い
」
と
「
楽
し
み
な
が

ら
の
運
動
」
を
主
な
テ
ー
マ

に
開
催
さ
れ
、
30
名
ほ
ど
の

区
民
が
訪
れ
た
。

　
冒
頭
、
学
生
ら
に
よ
る
イ

ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
で
、
品

川
区
の
高
齢
化
率
の
上
昇
や

そ
れ
に
伴
う
住
民
の
健
康
の

状
況
、
そ
し
て
、
「
笑
い
」

「
運
動
」
と
健
康
と
の
関
連

な
ど
が
語
ら
れ
た
。

　
そ
の
後
、
健
康
大
学
し
な

が
わ
（
紙
芝
居
健
康
教
育
グ

有
病
率
の
高
さ
を
背
景
に
、

血
糖
値
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が

良
く
な
い
対
象
者
へ
の
受
診

勧
奨
に
力
を
入
れ
始
め
ま
し

た
。

　
日
常
生
活
の
移
動
手
段
が

車
で
あ
る
た
め
、
歩
く
こ
と

の
少
な
い
地
域
性
が
糖
尿
病

の
有
病
率
を
上
げ
る
要
因
と

分
析
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

持
論
と
し
て
は
新
鮮
で
品
質

の
良
い
食
材
が
豊
富
に
入
手

で
き
る
土
地
柄
、
〝
美
味
し

い
ス
イ
ー
ツ
〞
が
あ
ふ
れ
る

十
勝
の
特
徴
で
は
な
い
か
と

も
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
職
員
の
平
均
年
齢
は
決
し

て
高
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
血

糖
値
の
有
所
見
率
は
低
く
な

く
、
栄
養
指
導
や
運
動
を
生

活
に
取
り
入
れ
る
工
夫
な
ど

を
さ
ら
に
教
育
し
て
い
く
こ

と
が
課
題
で
す
。

◆ 

心
の
健
康
づ
く
り
も

強
力
に
推
進

　
心
の
健
康
づ
く
り
に
関
し

て
は
、
不
調
者
へ
の
対
応
の

み
な
ら
ず
、
セ
ル
フ
ケ
ア
促

進
や
ラ
イ
ン
ケ
ア
の
底
上

げ
、
管
理
監
督
者
教
育
な
ど

各
種
研
修
会
を
毎
年
実
施
し

て
い
ま
す
。
新
入
職
員
に

は
、
入
職
時
の
ス
ト
レ
ス
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
講
話
や
全
員

面
談
、「
労
働
者
の
疲
労
蓄
積

度
自
己
診
断
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
」
を
活
用
し
、
継
続
的
な

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
心
の
健
康
づ
く
り

と
し
て
、
「
患
者
・
家
族
か

ら
の
暴
言
・
暴
力
」
と
「
職

員
間
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
の
予

防
や
対
応
の
た
め
、
医
療
安

全
管
理
科
を
含
め
た
関
係
部

署
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら

対
応
し
て
い
ま
す
。
17
年
度

に
は
、
院
長
直
下
の
パ
ワ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
委
員
会

が
立
ち
上
が
り
、
職
員
間
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
撲
滅
に
向
け

た
活
動
も
始
ま
り
ま
し
た
。

◆ 

治
療
と
就
業
の
両
立
支
援

で
は
情
報
収
集
と
発
信
を

　
治
療
と
就
業
の
両
立
支
援

に
つ
い
て
は
、
主
治
医
・
産

業
医
・
本
人
・
所
属
長
の
四

者
の
調
整
役
と
な
り
、
治
療

状
況
の
把
握
か
ら
身
体
状
況

の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
ま
で
、
就

業
の
可
否
判
断
に
必
要
な
情

報
収
集
を
行
い
ま
す
。
そ
の

上
で
、
治
療
中
の
就
業
時
間

短
縮
、
夜
勤
制
限
や
残
業
時

間
制
限
等
に
つ
い
て
検
討

し
、
産
業
医
と
共
に
所
属
長

に
意
見
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　
対
象
も
医
療
従
事
者
で
あ

り
専
門
職
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
苦
痛
の
表
現
を
抑
え
て

し
ま
う
状
況
が
あ
り
ま
す
。

面
談
を
通
し
て
、
大
切
な
職

員
で
あ
り
医
療
従
事
者
で
あ

る
前
に
、
治
療
が
必
要
な
患

者
と
し
て
、
周
囲
か
ら
の
必

要
な
支
援
は
積
極
的
に
受
け

て
い
く
こ
と
等
を
認
識
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
関
わ
っ
て

い
ま
す
。

◆ 

新
し
く
始
ま
っ
た

腰
痛
予
防
対
策

　
腰
痛
予
防
対
策
は
、
14
年

度
の
腰
痛
調
査
で
57
％
の
職

員
が
腰
痛
を
自
覚
し
て
い
た

た
め
、
17
年
度
に
、
初
め
て

新
人
看
護
師
・
看
護
助
手
に

向
け
て
腰
痛
予
防
の
講
義
を

行
う
な
ど
、
腰
痛
予
防
の
取

り
組
み
も
始
ま
っ
た
と
こ
ろ

で
す
。

　
今
年
は
、
日
本
ノ
ー
リ
フ

ト
協
会
の
保
田
淳
子
氏
を
招

い
て
教
育
講
演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
こ
の
十
勝
に
、
保

田
淳
子
氏
を
お
招
き
す
る
こ

と
は
二
度
と
な
い
か
も
し
れ

な
い
と
、
地
域
の
医
療
機
関

へ
も
受
講
を
呼
び
掛
け
、
盛

況
の
う
ち
に
講
演
会
は
終
了

し
ま
し
た
。
抱
き
上
げ
な
い

看
護
・
介
護
の
実
践
に
向
け

て
、
少
し
ず
つ
で
す
が
周
囲

の
理
解
・
協
力
を
得
な
が
ら

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
通
し
て
、
自
己
犠
牲
や
奉

仕
の
精
神
が
強
い
医
療
従
事

者
に
向
け
て
、「
自
ら
の
心
身

の
健
康
が
あ
っ
て
こ
そ
」
と

い
う
意
識
の
醸
成
に
尽
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ル
ー
プ
）
に
よ
る
ロ
コ
モ
テ

ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
予
防
を

解
説
し
た
紙
芝
居
劇
、
落
語

家
立
川
志
ら
ら
氏
に
よ
る
健

康
に
関
連
す
る
落
語
、
健
康

フ
ラ
・
介
護
フ
ラ
協
会
か
ら

講
師
を
招
い
て
の
フ
ラ
ダ
ン

ス
が
催
さ
れ
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
担
当
教

員
で
あ
る
東
京
医
療
保
健
大

学
教
授
渡
會
睦
子
氏
は
、

「
最
終
的
に
実
人
数
１
０
７

名
、
延
べ
２
２
４
名
の
住
民

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
最

終
日
に
は
学
生
が
、
『
地
域

共
生
社
会
に
お
け
る
学
生
・

看
護
職
の
役
割
』
を
学
び
と

共
に
住
民
の
前
で
発
表
し
、

地
域
住
民
と
の
絆
を
一
層
深

め
て
い
ま
し
た
。
教
員
と
し

て
も
今
後
も
、
地
域
貢
献
と

し
て
継
続
し
て
い
き
た
い
と

計
画
し
て
い
ま
す
」
と
語
っ

て
い
た
。

　
医
療
保
健
学

部
地
域
看
護
学

教
員（
保
健
師
）

に
よ
る
企
画
内

容
は
多
岐
に
わ

た
り
、
脳
を
活

性
化
さ
せ
る
エ

ク
サ
サ
イ
ズ

や
、
歌
に
合
わ

せ
た
運
動
を
行

う
ほ
か
、
専
門

家
を
招
い
て
の

【監修】柴田英治（愛知医科大学医学部衛生学講座教授）
【仕様】A4判ペラ／１冊50枚綴り／表カラー・裏2色刷
【価格】本体1,300円＋税（部数割引あり）

【監修】 安藤邦彦
（一般社団法人日本ポールウォーキング協会会長）

【仕様】A4判ペラ／1冊50枚綴り／表カラー・裏2色刷
【価格】本体1,300円+税（部数割引あり）

　ストレスは、生活していれば多かれ少なかれあるものですが、こ
のイラストのように限度を超えては心身の健康を害してしまいます。
本教材で、早めの対処を呼び掛けてください。
　裏面には、仕事に関するストレスのチェック項目と、ストレスの
要因ごとに対処するためのアドバイスを掲載しました。
【監修】 廣　尚典

（産業医科大学産業生態科学研究所 精神保健学教授）
【仕様】A4判ペラ／1冊50枚綴り／表カラー・裏2色刷
【価格】本体1,300円+税（部数割引あり）

　認知症予防に効果が期待される「デュアルタスク（二重課題）運
動」を啓発する教材が新しくできました。有酸素運動によって血液
の循環と持久力を向上させながら、同時に記憶・思考する課題をこ
なして、脳の活性化を図ります。高齢者への健康支援、各種イベン
トで配布ください。
【監修】武井正子（順天堂大学名誉教授）
【仕様】A3判ペラ／1冊50枚組／表カラー・裏2色刷
【価格】本体1,300円+税（部数割引あり）

★ お見積り・見本依頼
は同封の注文書で

９月発売

冒頭であいさつをする学生たち。
イベント後半では、学生と住民が
交流する場ももたれた

　介護に携わる方がよく悩まされる「腰痛」。本教材は、腰痛予防
のための、介助の基礎知識、基本姿勢、よい介助を行うための工夫
などをやさしく解説しました。また、効果的で簡単なストレッチを
紹介。腰を痛めにくい体づくりにも役立つ内容です。
　福祉関連の職場などでぜひ配布ください。

　全身の筋肉を使いながら楽しく有酸素運動ができるポールウオー
キング。初心者向けに、この運動の効果や、始めるのに必要な道具、
ポールの正しい使い方などを解説しました。
　「スポーツの秋」の啓発に最適です。

太田　由紀JA北海道厚生連 帯広厚生病院 産業保健師

38職域保健の現場から職域保健の現場から大
学
生
に
よ
る
地
域
の
健
康
づ
く
り

〜
東
京
医
療
保
健
大
学
の
取
り
組
み
〜

この秋の健康づくりにオススメの教材！

品川区

医
療
機
関
に
お
い
て
産
業
保
健
活
動
を
浸
透
さ
せ
る
た
め
に

200005

健康メモ ポールウオーキングをはじめよう

202005

健康メモ 腰痛予防は、介助の基本姿勢のマスターとストレッチで

NEW! 202706
A３判！
大きな
健康メモ みんなで楽しく認知症予防‼ 運動しながら脳活体操

202009

健康メモ ストレスは誰にでもあります

http://hsmk.jp/products/detail.php?product_id=3403
http://hsmk.jp/products/detail.php?product_id=4271
http://hsmk.jp/products/detail.php?product_id=4311
http://hsmk.jp/products/detail.php?product_id=4272
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クローズ アップ
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が

と
れ
て
い
な
い
状
況

　
平
成
28
年
「
国
民
健
康
・

栄
養
調
査
」（
厚
生
労
働
省
）

に
よ
れ
ば
、こ
の
10
年
、女
性

の
痩
せ
の
者
の
割
合
は
、
増

加
傾
向
だ
。
20
歳
代
で
は
20

％
を
超
え
た
状
況
が
続
い
て

お
り
、
こ
れ
は
日
本
人
女
性

独
自
の
傾
向
で
あ
る（
図
）。

　
栄
養
素
の
摂
取
状
況
は
、

表
の
通
り
で
、
20
〜
40
歳
代

の
女
性
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

少
な
目
で
、
各
栄
養
素
の
バ

ラ
ン
ス
も
と
れ
て
い
な
い
状

況
だ
。
こ
れ
は
、
妊
娠
中
の

女
性
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と

が
い
え
る
（
表
）
。

　
女
性
の
健
康
と
食
育
に
詳

し
い
東
洋
大
学
名
誉
教
授
佐

藤
加
代
子
氏
は
、
「
近
年
の

女
性
の
食
事
を
見
る
と
、
栄

養
バ
ラ
ン
ス
が
考
慮
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
が
多
い
。
空
腹

を
満
た
す
た
め
の
手
軽
で
お

金
を
掛
け
な
い
行
動
と
し

期
・
後
期
で
体
の
状
態
も
変

化
す
る
上
に
、
つ
わ
り
が
あ

る
・
な
い
な
ど
の
個
別
性
も

見
ら
れ
る
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
的

に
指
導
す
る
の
で
は
な
く
、

対
象
者
の
状
況
を
し
っ
か
り

把
握
し
た
上
で
の
ポ
イ
ン
ト

を
踏
ま
え
て
接
し
て
ほ
し

い
」と
。ま
た
、「
出
産
後
も
、

母
親
は
授
乳
期
の
食
事
に
気

を
付
け
た
り
、
赤
ち
ゃ
ん
が

大
き
く
な
っ
て
い
く
に
し
た

が
っ
て
離
乳
食
・
幼
児
食
な

ど
も
考
え
た
り
す
る
よ
う
に

な
る
。
妊
娠
期
の
食
育
を
母

子
の
栄
養
教
育
の
機
会
と
し

て
、
指
導
者
の
方
々
は
、
丁

寧
に
食
事
の
在
り
方
を
伝
え

て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
語
っ

た
。

　
妊
娠
中
に
母
親
が
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
生
活

を
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
本
人
だ
け
で
な
く
胎
児

の
将
来
の
健
康
に
も
関
わ
る
こ
と
か
ら
、
妊
婦
へ
の

食
育
が
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
妊
娠
を
食
生
活
を

見
直
す
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
と
し
、
そ
の
た
め
の
支
援

の
在
り
方
を
探
り
ま
す
。

外
の
命
が
関
わ
っ
て
く
る
妊

娠
・
出
産
期
は
食
生
活
を
見

直
す
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
あ

る
」
と
語
る
。

妊
娠
中
に

意
識
し
て
と
る
べ
き
栄
養
素

　
日
本
人
は
無
機
質
・
ビ
タ

ミ
ン
類
が
不
足
し
が
ち
だ
。

中
で
も
代
表
的
な
も
の
が
、

①
葉
酸
②
鉄
③
カ
ル
シ
ウ
ム

―
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
妊

娠
・
出
産
時
に
よ
り
多
く
の

て
、
コ
ン
ビ
ニ
の
お
に
ぎ
り

や
パ
ン
だ
け
と
い
っ
た
単
品

で
済
ま
せ
た
り
、
ダ
イ
エ
ッ

ト
を
理
由
に
食
べ
な
か
っ
た

り
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
栄

養
バ
ラ
ン
ス
が
悪
い
ま
ま
の

生
活
を
続
け
れ
ば
、
子
ど
も

量
が
必
要
に
な
る
た
め
、
妊

婦
が
特
に
意
識
し
て
と
る
べ

き
で
あ
る
。

①
葉
酸

　
葉
酸
は
、
胎
児
の
二
分
脊

椎
症
の
発
症
リ
ス
ク
を
低
減

す
る
効
果
が
あ
る
。
緑
黄
色

野
菜
や
大
豆
・
大
豆
製
品
な

ど
に
豊
富
に
含
ま
れ
て
い

る
。
厚
生
労
働
省
は
、
食
品

か
ら
の
葉
酸
摂
取
に
加
え
、

栄
養
補
助
食
品
（
サ
プ
リ
メ

ン
ト
）
に
よ
る
１
日
４
０
０

㍃
㌘
の
摂
取
を
推
奨
し
て
い

る
。
食
生
活
の
相
談
に
乗
る

際
、
併
せ
て
伝
え
て
お
き
た

い
ポ
イ
ン
ト
だ
。

②
鉄

　
女
性
は
月
経
な
ど
に
よ
り

貧
血
に
な
り
や
す
い
傾
向
に

あ
る
が
、
胎
児
の
発
育
使
わ

れ
る
こ
と
や
、
出
産
へ
の
備

え
で
血
液
量
が
増
え
る
こ
と

に
よ
り
、
妊
娠
中
は
よ
り
多

く
の
鉄
が
必
要
と
な
る
。

　
小
松
菜
、
ほ
う
れ
ん
そ
う

な
ど
の
色
の
濃
い
葉
物
野
菜

の
ほ
か
、
牛
肉
、
赤
身
魚
、

大
豆
・
大
豆
製
品
な
ど
か
ら

摂
取
す
る
よ
う
心
掛
け
た

い
。

③
カ
ル
シ
ウ
ム

　
日
本
人
は
、
特
に
不
足
し

て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。
牛

乳
や
、
ス
キ
ム
ミ
ル
ク
、
チ

ー
ズ
な
ど
の
乳
製
品
を
メ
ニ

ュ
ー
に
積
極
的
に
取
り
入
れ

る
ほ
か
、
ほ
う
れ
ん
そ
う
、

小
松
菜
、
桜
エ
ビ
、
ち
り
め

の
将
来
の
生
活

習
慣
病
に
ま
で

関
わ
る
。
母
子

の
健
康
を
守
る

た
め
に
は
、
食

育
支
援
が
不
可

欠
だ
。
自
分
以

【制作指導】 佐藤加代子（東洋大学名誉教授／
JFPA食育推進研究会代表）

【仕様】A4判／観音開／オールカラー
【価格】本体50円＋税（部数割引あり）

ん
じ
ゃ
こ
な
ど
を
と
る
の
も

お
す
す
め
だ
。

妊
娠
中
の

食
事
の
ポ
イ
ン
ト
は
？

　
妊
娠
中
は
時
期
に
よ
っ
て

食
事
で
注
意
す
べ
き
ポ
イ
ン

ト
が
異
な
る
が
、
一
貫
し
て

重
要
な
点
と
し
て
、

●
１
日
３
食
欠
か
さ
な
い

● 

主
食
・
主
菜
・
副
菜
を
そ

ろ
え
る

● 

な
る
べ
く
い
ろ
い
ろ
な
種

類
の
食
品
を
盛
り
込
む

●
減
塩
を
心
掛
け
る

と
い
う
点
を
ア
ド
バ
イ
ス
す

る
必
要
が
あ
る
。

　
対
象
者
を
支
援
す
る
際
の

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
佐
藤
氏

は
、
「
妊
娠
期
は
初
期
・
中

　妊娠期の食事のポイント、基本の献立
から、各時期における留意点までをやさ
しく解説したリーフレットです。
　食事に気を使いたいけれど、どうして
も手間をかけられないという方のための
ワンポイントアドバイスとして、少しで
も手間を軽くしながら栄養バランスをと
る方法も紹介しています。共働き世帯や
働く女性にも役立つ内容です。
　妊婦への栄養教育・食事指導のはじめ
の一歩として、本教材をぜひご活用くだ
さい！

2006
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2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016

20歳代の女性

20歳以上の女性

23.1 23.1 23.3 
24.6 24.4 24.2 

22.5 
20.2 20.4 20.1 20.7 

9.1 
10.7 10.8 11.0 11.0 10.4 11.4 12.3 

10.4 11.1 11.6 

FAX：03-3267-2658ご注文の際は、同封の注文書に必要事項をご記入の上、ファクスでお申し込みください。

図　 女性の痩せの者（BMI18.5未満）の割合
（平成28年「国民健康・栄養調査」より）

表　 栄養素等摂取量の平均値
（平成28年「国民健康・栄養調査」より）

注）全国補正値　＊１ RE：レチノール当量　＊２ α-トコフェ
ロール量  ＊３ NE：ナイアシン当量　＊４ 食塩相当量＝ナト
リウム量（mg)×2.54/1,000 で算出。

　
葉
酸
・
鉄
・
カ
ル
シ
ウ
ム
の
体

の
中
で
の
は
た
ら
き
と
、
こ
れ
ら

が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
食
品
を
、

や
さ
し
く
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め

た
健
康
メ
モ
で
す
。

　
摂
取
量
に
気
を
付
け
た
い
も
の
、

摂
取
し
て
は
い
け
な
い
も
の
な
ど

も
解
説
し
ま
し
た
。

　
お
母
さ
ん
の
健
康
と
赤
ち
ゃ
ん

の
健
や
か
な
発
育
の
た
め
に
、
本

教
材
を
配
布
く
だ
さ
い
。

【
監
修
】
高
橋
嘉
名
芽
（
愛
育
病

院
栄
養
科
科
長
）

【
仕
様
】
Ａ
４
判
ペ
ラ
／
１
冊
50

枚
綴
り
／
表
カ
ラ
ー
・
裏
２
色
刷

【
価
格
】
本
体
１
３
０
０
円
＋
税

（
部
数
割
引
あ
り
）

　
赤
ち
ゃ
ん
の
正
常
な
発
育
に
必

要
な
栄
養
素
で
あ
る
「
葉
酸
」
。

し
か
し
、
い
つ
か
ら
、
ど
の
く
ら

い
必
要
で
、
ど
う
や
っ
た
ら
と
れ

る
の
か
、
と
い
う
の
は
意
外
に
知

ら
れ
て
い
な
い
も
の
で
す
。

　
本
教
材
は
、
葉
酸
の
は
た
ら
き
、

不
足
す
る
と
リ
ス
ク
が
高
ま
る
神

経
管
閉
鎖
障
害
や
、
摂
取
の
コ
ツ

を
や
さ
し
く
解
説
し
ま
し
た
。

　
葉
酸
は
、
妊
娠
の
１
か
月
以
上

前
か
ら
の
摂
取
が
大
切
で
す
。
妊

活
中
の
方
へ
の
啓
発
に
ぜ
ひ
お
役

立
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
母
子
健

康
手
帳
交
付
時
、
健
診
時
な
ど
に
、

お
母
さ
ん
た
ち
へ
の
情
報
提
供
と

し
て
、
本
教
材
を
配
布
く
だ
さ
い
。

【
監
修
】
田
中　
守
（
慶
應
義
塾

大
学
医
学
部
産
婦
人
科
教
授
）

【
仕
様
】
Ａ
４
判
ペ
ラ
／
１
冊
50

枚
綴
り
／
表
カ
ラ
ー
・
裏
２
色
刷

【
価
格
】
本
体
１
３
０
０
円
＋
税

（
部
数
割
引
あ
り
）

　
上
下
の
絵
を
見
比
べ
て
、
違
い

を
発
見
す
る
た
び
に
健
康
へ
の
ヒ

ン
ト
が
身
に
付
く
と
人
気
の
「
健

ト
レ
」
シ
リ
ー
ズ
。
妊
娠
前
・
妊

娠
中
の
方
の
食
事
を
テ
ー
マ
に
し

た
教
材
も
取
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。 　

食
事
で
押
さ
え
て
お
く
べ
き
ポ

イ
ン
ト
、
意
識
し
て
と
り
た
い
食

品
、
体
型
や
妊
娠
中
の
体
重
増
加

量
な
ど
、
役
立
つ
情
報
が
盛
り
だ

く
さ
ん
で
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

【
著
者
】
坂
根
直
樹
（
京
都
医
療

セ
ン
タ
ー
臨
床
研
究
セ
ン
タ
ー
予

防
医
学
研
究
室
長
）

【
仕
様
】
Ａ
４
判
ペ
ラ
／
１
冊
50

枚
綴
り
／
表
カ
ラ
ー
・
裏
２
色
刷

【
価
格
】
本
体
１
３
０
０
円
＋
税

（
部
数
割
引
あ
り
）

妊婦 授乳婦 20～
29歳

30～
39歳

40～
49歳

エネルギー kcal 1,704 1,878 1,631 1,694 1,677 
たんぱく質 g 58.1 67.7 60.5 62.1 60.7 
脂質 g 56.1 61.3 55.0 56.0 55.1 
炭水化物 g 235.8 257.2 215.2 224.6 221.4 
食物繊維 g 14.0 15.1 11.9 12.6 12.4 
ビタミンＡ μgRE*1 506 486 459 484 465 
ビタミンＤ μg 4.0 8.2 5.9 5.8 6.0 
ビタミンＥ mg*2 6.4 6.6 5.7 5.9 6.0 
ビタミンＫ μg 233 264 189 211 205 
ビタミンＢ1 mg 0.80 0.85 0.77 0.78 0.78 
ビタミンＢ2 mg 1.01 1.15 1.01 1.02 1.02 
ナイアシン mgNE*3 11.1 13.2 12.2 12.7 12.9 
ビタミンＢ6 mg 0.98 1.06 0.95 0.95 0.95 
ビタミンＢ12 μg 3.9 4.8 4.8 4.9 4.5 
葉酸 μg 232 262 229 240 244 
パントテン酸 mg 5.07 5.50 4.73 4.92 4.78 
ビタミンＣ mg 67 66 65 66 71 
ナトリウム
（食塩相当量） g*4 8.8 9.7 8.5 8.7 8.6 
カリウム mg 1,932 2,156 1,829 1,925 1,937 
カルシウム mg 466 520 396 439 439 
マグネシウム mg 214 241 194 209 210 
リン mg 862 978 827 868 861 
鉄 mg 6.6 7.5 6.5 6.7 6.5 
亜鉛 mg 7.3 8.0 7.1 7.3 7.1 
銅 mg 1.03 1.16 0.95 0.99 0.97

妊
娠
を
機
会
に
食
生
活
を

 
見
直
す
ア
ド
バ
イ
ス
を

知っておきたい基礎データ

関
連
教
材

200815

健康メモ

妊
娠
中
に
食
べ
た
い
も
の 

控
え
た
い
も
の

200816

健康メモ

妊
活
中
か
ら
葉
酸
を
と
ろ
う

妊娠期の食事

栄養教育・食事指導をする
なら、まずこの教材！

204205

妊娠期の食育支援

201430

健康メモ

妊
娠
前
や
妊
娠
中
に
ど
ん
な

食
事
を
し
た
ら
い
い
？

http://hsmk.jp/products/detail.php?product_id=155
http://hsmk.jp/products/detail.php?product_id=4359
http://hsmk.jp/products/detail.php?product_id=4329
http://hsmk.jp/products/detail.php?product_id=4358
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肉
食
系
女
子
で
！

武む

者し
ゃ

　
稚ち

枝え

子こ

42

稚
枝
子
お
お
つ
き
ク
リ
ニ
ッ
ク（
山
梨
県
大
月
市
）

産
婦
人
科
医
に
よ
る
性
の
健
康
教
育 

〜
私
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
こ
れ
だ
！

　
あ
る
年
、
立
て
続
け
に
高

校
生
の
女
子
生
徒
が
「
無
月

経
」
を
主
訴
に
来
院
し
ま
し

た
。
各
々
学
校
は
異
な
り
ま

し
た
が
、
共
通
点
は
「
陸
上

部
」
。
皆
、
中
学
時
代
に
優

秀
な
成
績
で
高
校
に
入
り
、

高
校
入
学
後
も
陸
上
部
を
続

け
て
い
ま
し
た
。

　
採
血
し
て
み
る
と
、
ホ
ル

モ
ン
値
は
問
題
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
貯
蔵
鉄
を
反
映
す

る
指
標
で
あ
る
フ
ェ
リ
チ
ン

値
が
軒
並
み
一
桁
で
、
重
症

の
鉄
欠
乏
で
し
た
。
生
活
に

つ
い
て
聞
く
と
「
最
近
タ
イ

ム
が
落
ち
て
し
ま
い
、
走
り

込
み
の
回
数
を
増
や
し
て
い

た
」
「
コ
ー
チ
や
監
督
か
ら

『
太
っ
た
か
ら
タ
イ
ム
が
落

ち
て
い
る
』
と
言
わ
れ
、
ダ

イ
エ
ッ
ト
を
し
て
い
た
」
と

い
う
の
で
す
。
最
近
の
陸
上

部
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
は
、
ブ

ル
マ
に
ブ
ラ
と
い
う
よ
う
に

お
な
か
が
ち
ょ
う
ど
出
て
し

ま
い
目
立
ち
や
す
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　
ダ
イ
エ
ッ
ト
も
誤
っ
た
も

の
で
、
「
肉
は
太
る
と
思
い

野
菜
し
か
食
べ
な
か
っ
た
」

「
ど
う
し
て
も
お
な
か
が
空

く
の
で
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
お
菓

子
を
食
べ
て
夕
飯
は
抜
い
て

い
た
」
と
い
う
具
合
で
、
鉄

分
や
タ
ン
パ
ク
質
と
い
っ
た

体
を
つ
く
る
主
原
料
が
全
く

と
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

第
４
８
９
回

【
テ
ー
マ
】
「
虐
待
す
る
親

へ
の
支
援
」

【
講
師
】
佐
野
信
也
（
防
衛

医
科
大
学
校
心
理
学
学
科
目 

教
授
）

【
日
時
】
10
月
９
日
㈫
13
時

30
分
〜
15
時
30
分

【
会
場
】
Ｔ
Ｋ
Ｐ
市
ヶ
谷
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー

（
東
京
都
新
宿
区
）

【
内
容
】

●
虐
待
す
る
親
を
理
解
す
る

●
専
門
家
へ
の
つ
な
げ
方
に

つ
い
て
支
援
者
と
し
て
気
を

つ
け
た
い
こ
と

●
精
神
疾
患
を
抱
え
た
親
と

の
か
か
わ
り
方

●
子
ど
も
へ
の
影
響 

な
ど

【
対
象
】
保
健
師
、
助
産

師
、
看
護
師
等
の
有
資
格
者

【
参
加
費
】
会
員
…
無
料
、

非
会
員
…
当
日
参
加
４
千
円

10
月
の
母
子
保
健
指
導
員
研
修
会

　
思
春
期
の
性
教
育
を
行
う

時
に
は
「
性
と
生
の
教
育
」

と
題
し
、
必
ず
栄
養
の
話
を

加
え
ま
す
。
「
男
子
は
血
を

出
さ
な
い
か
ら
草
食
系
で

も
、
女
子
は
血
も
出
す
し
、

将
来
的
に
妊
娠
す
る
可
能
性

も
あ
る
わ
け
だ
か
ら
『
肉
食

系
女
子
で
ね
！
』
」
と
話
し

て
い
ま
す
。
Ｏ
Ｃ
／
Ｌ
Ｅ
Ｐ

製
剤
を
使
い
月
経
血
を
減
ら

す
こ
と
も
鉄
欠
乏
の
改
善
に

つ
な
が
り
ま
す
。
（
前
述
の

患
者
さ
ん
の
う
ち
低
体
重

（
当
院
で
は
Ｂ
Ｍ
Ｉ
17
以

下
）
の
方
に
は
な
ぜ
無
月
経

に
な
っ
た
か
を
説
明
し
、
ま

ず
鉄
分
や
タ
ン
パ
ク
質
な
ど

の
栄
養
を
し
っ
か
り
摂
取
し

Ｂ
Ｍ
Ｉ
が
回
復
し
て
か
ら
Ｌ

Ｅ
Ｐ
製
剤
を
用
い
ま
す
。
体

が
生
命
の
危
機
を
感
じ
て
月

経
を
止
め
て
い
る
の
で
、
低

体
重
の
ま
ま
ホ
ル
モ
ン
剤
を

使
う
こ
と
は
禁
忌
で
す
。
）

　
こ
う
し
て
「
心
身
の
健
康

を
守
る
た
め
の
ホ
ル
モ
ン
剤

の
有
効
活
用
」
を
伝
え
る
こ

第
６
話

ピ
ル
の
開
発
が

一
挙
に
進
む
―
日
本

　
１
９
５
５
年
10
月
に
東
京

で
開
催
さ
れ
た
第
５
回
国
際

家
族
計
画
会
議
で
は
、
日
本

医
科
大
学
の
石
川
正
臣
教
授

が
「
プ
ロ
ゲ
ス
テ
ロ
ン
に
よ

る
産
児
調
節
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
講
演
し
て
い
る
。
そ
の

会
議
に
お
い
て
「
最
近
の
避

妊
技
術
の
進
歩
」
に
つ
い
て

話
を
し
た
グ
レ
ゴ
リ
ー
・
ピ

1993年、東京女子医科大学卒。97年、同大学院卒、学位
取得（医学博士）。東京女子医科大学、同付属第二病院（現
東医療センター）、東京女子医科大学附属青山女性・自然医
療センター、小川赤十字病院、湘南記念病院部長、武者医
院、大月市立中央病院等勤務の後、
2011年、地元山梨県大月市に稚枝子
おおつきクリニックを開業。東京女子
医科大学非常勤講師兼務。山梨県教育
委員、山梨県産婦人科医会理事、日本
女性医学会幹事・評議員、日本女性医
学会代議員、日本摂食障害協会参事、
医学雑誌「WHITE」編集委員等

武者　稚枝子

で
20
〜
１
４
０
㍉
㍑
と
さ
れ

ま
す
。
計
算
し
や
す
い
よ
う

に
少
な
目
の
60
㍉
㍑
と
す
る

と
鉄
の
喪
失
量
は
１
か
月
30

㍉
㌘
と
な
り
１
日
約
１
㍉
㌘

の
鉄
を
排
出
し
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
肉

や
魚
な
ど
食
べ
た
と
し
て
、

鉄
を
１
㍉
㌘
吸
収
し
、
尿
・

汗
・
便
で
排
出
す
る
１
㍉
㌘

と
月
経
血
で
失
わ
れ
る
１
㍉

㌘
の
計
２
㍉
㌘
消
費
し
て
い

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
月
経

の
あ
る
女
性
の
鉄
の
出
納
は

完
全
に
「
赤
字
」
と
い
う
わ

け
で
す
。
10
代
の
陸
上
部
女

子
は
、
こ
れ
に
成
長
で
使
わ

れ
る
鉄
分
と
運
動
に
よ
り
さ

ら
に
汗
を
か
く
わ
け
で
す
か

ら
赤
字
は
さ
ら
に
膨
ら
み
ま

す
（
図
）
。
そ
も
そ
も
肉
・

魚
を
ほ
と
ん
ど
十
分
量
と
れ

て
い
ま
せ
ん
か
ら
鉄
の
吸
収

量
も
１
㍉
㌘
な
い
わ
け
で

す
。
鉄
の
大
赤
字
で
す
。

　
で
は
な
ぜ
、
重
症
の
鉄
欠

乏
に
月
経
が
不
順
に
な
る
ま

で
気
が
付
か
な
か
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
も
と
も
と
陸
上
部

の
彼
女
た
ち
は
と
て
も
我
慢

強
く
頑
張
り
屋
で
し
た
。
本

当
は
「
心
臓
が
止
ま
る
の
で

は
な
い
か
」
と
思
う
ほ
ど
の

苦
し
さ
や
動ど

う

悸き

を
経
験
し
て

い
て
も
、
「
こ
れ
は
ま
だ
自

分
が
運
動
不
足
だ
か
ら
だ
」

と
必
要
な
栄
養
を
と
ら
な
い

ま
ま
さ
ら
に
走
り
込
み
を
続

と
も
産
婦
人
科
医
と
し
て
大

事
な
仕
事
で
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
女
性
が
元
気
で
、

そ
の
人
本
来
の
力
を
十
二
分

に
発
揮
で
き
る
よ
う
願
い
つ

つ
診
療
や
講
演
会
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

今月の人

東
京
大
学
医
学
部
産
婦
人
科

の
小
林
隆
助
教
授
ら
に
よ
っ

て
「
経
口
避
妊
に
関
す
る
研

究
班
」
が
発
足
し
た
。
そ
の

際
、
小
林
が
マ
ー
ガ
レ
ッ

ト
・
サ
ン
ガ
ー
よ
り
プ
ロ
ゲ

ス
テ
ロ
ン
を
提
供
し
て
も
ら

っ
た
と
い
う
。
こ
れ
を
経
口

的
に
投
与
す
る
避
妊
研
究
が

文
部
省
の
研
究
助
成
金
に
よ

り
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
の
、

プ
ロ
ゲ
ス
テ
ロ
ン
は
元
来
注

射
薬
で
あ
り
、
こ
れ
を
内
服

す
る
場
合
は
極
め
て
大
量
投

与
を
必
要
と
す
る
こ
と
か

ら
、
実
用
不
可
能
と
い
う
結

論
に
至
っ
た
。

　
57
年
、
塩
野
義
製
薬
は
３

種
類
あ
る
ス
テ
ロ
イ
ド
の
う

ち
の
一
つ
で
あ
る
ノ
ル
エ
チ

ス
テ
ロ
ン
を
輸
入
し
、
10
月

に
は
、
避
妊
薬
と
し
て
は
困

難
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
無

月
経
、
月
経
異
常
な
ど
の
適

応
を
と
っ
て
ノ
ア
ル
テ
ン
錠

を
発
売
。
60
年
、
大
日
本
製

薬
は
ノ
ル
エ
チ
ノ
ド
レ
ル
を

輸
入
し
「
エ
ナ
ビ
ッ
ト
錠
」

士
（
メ
キ
シ
コ
国
立
自
治
大

学
）

　
59
年
４
月
に
ピ
ン
カ
ス
が

来
日
し
、
日
本
に
お
け
る
避

妊
研
究
は
一
層
高
ま
り
、
エ

ナ
ビ
ッ
ト
の
経
口
避
妊
薬
と

し
て
の
臨
床
実
験
は
さ
ら
に

拡
大
さ
れ
、
広
く
フ
ィ
ー
ル

ド
実
験
が
開
始
さ
れ
て
い

る
。
米
国
で
「
エ
ナ
ビ
ッ
ト

錠
（
10
㍉
㌘
）
」
が
避
妊
薬

と
し
て
承
認
さ
れ
た
の
が
60

年
の
こ
と
だ
か
ら
、
わ
が
国

で
の
研
究
も
米
国
に
負
け
ず

劣
ら
ず
一
挙
に
進
ん
で
い
た

こ
と
に
な
る
。
米
国
で
の
承

認
が
決
ま
る
や
否
や
、
大
日

本
製
薬
は
直
ち
に
避
妊
薬
と

し
て
厚
生
省
に
追
加
申
請

し
、
臨
床
試
験
を
開
始
。
塩

野
義
製
薬
は
ノ
ア
ル
テ
ン
Ｓ

錠
を
、
続
い
て
５
月
に
は
帝

国
臓
器
が
ソ
フ
ィ
ア
錠
を
避

妊
薬
と
し
て
申
請
し
た
。

　
厚
生
省
は
こ
れ
を
受
け
て

「
経
口
避
妊
薬
調
査
会
」を
設

置
。
非
常
に
厳
し
い
基
準
を

設
け
て
、
厳
密
な
デ
ー
タ
を

申
請
書
に
添
え
て
提
出
す
る

よ
う
各
社
に
要
求
。
61
年
10

月
、
先
頭
切
っ
て
大
日
本
製

薬
が
、そ
の
後
塩
野
義
製
薬
、

帝
国
臓
器
も
そ
ろ
っ
て
追
加

デ
ー
タ
を
提
出
し
た
。
こ
の

よ
う
な
企
業
の
ス
ピ
ー
デ
ィ

ー
な
対
応
に
戸
惑
っ
た
の
は

厚
生
省
だ
っ
た
よ
う
だ
。

ン
カ
ス
の
働

き
か
け
に
よ

っ
て
、
石
川

正
臣
教
授
を

班
長
と
し
、

関
東
逓
信
病

院
の
松
本
清

一
（
晩
年
の

本
会
会
長
）、

を
同
様
の
治

療
剤
と
し
て

発
売
し
て
い

る
。

　
58
年
３
月

８
日
に
は
京

都
大
学
で
、

同
13
日
に
は

東
京
大
学
に

お
い
て
、
日
本
産
科
婦
人
科

学
会
、
日
本
内
分
泌
学
会
、

日
本
化
学
会
、
日
本
薬
学
会

等
が
主
催
し
次
の
よ
う
な
講

演
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

●
「
妊
娠
に
対
す
る
ノ
ア
ル

テ
ン
の
作
用
」
タ
イ
ラ
ー
博

士
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学

不
妊
研
究
室
主
任
教
授
）

●
「
ス
テ
ロ
イ
ド
の
化
学
」

ジ
ェ
ラ
ッ
シ
ー
博
士
（
ウ
エ

イ
ン
州
立
大
学
教
授
）

●
「
ス
テ
ロ
イ
ド
の
生
物
学

的
諸
性
質
」
ザ
フ
ァ
ロ
ニ
博

け
て
い
た
の
で
す
。
こ
の
我

慢
強
さ
の
一
端
に
は
「
エ
ス

ト
ロ
ゲ
ン
」
も
影
響
し
て
い

ま
す
。
マ
ウ
ス
の
実
験
で
も

卵
巣
の
働
い
て
い
る
有
経
マ

ウ
ス
と
卵
巣
を
摘
出
し
た
去

勢
マ
ウ
ス
で
は
、
ス
ト
レ
ス

下
に
お
い
て
、
去
勢
マ
ウ
ス

は
す
ぐ
に
諦
め
て
動
か
な
く

な
っ
た
の
に
対
し
、
有
経
マ

ウ
ス
は
働
き
続
け
ま
す
。
子

ど
も
を
産
み
育
て
る
女
性
は

つ
ら
く
て
も
倒
れ
ら
れ
な
い

よ
う
に
で
き
て
い
る
の
で
し

ょ
う
。
ま
た
、
重
症
の
鉄
欠

乏
で
あ
る
ほ
ど
自
覚
症
状
は

乏
し
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

長
期
間
鉄
欠
乏
が
続
く
と
、

ま
る
で
ア
ス
リ
ー
ト
が
高
地

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
い
る

の
と
同
様
に
一
見
慣
れ
た
よ

う
に
な
る
の
で
す
。
本
当
は

心
肥
大
や
代
謝
の
低
下
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
症
状
が
出
て
い

ま
す
が
、
我
慢
強
さ
や
「
体

質
」
と
の
勘
違
い
な
ど
で
主

訴
に
な
ら
な
い
の
で
す
。
女

性
の
不
定
愁
訴
と
い
わ
れ

る
、
冷
え
、
皮
膚
の
乾
燥
、

胃
腸
の
弱
さ
、
抑
う
つ
症
状

な
ど
は
鉄
欠
乏
が
根
本
原
因

の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
鉄
の
働
き
に
は
身
体

活
動
横
紋
筋
に
及
ぼ
す
影
響

も
あ
り
ま
す
か
ら
、
陸
上
の

タ
イ
ム
も
当
然
落
ち
て
し
ま

っ
た
わ
け
で
す
。
ま
た
低
タ

ン
パ
ク
状
態
で
は
、
貧
血
の

指
標
と
さ
れ
る
Ｈ
ｂ
（
ヘ
モ

グ
ロ
ビ
ン
）
は
高
め
に
表
示

さ
れ
る
た
め
鉄
欠
乏
の
多
く

が
見
逃
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
会
員
以
外
で
当
日
参
加
希

望
の
方
は
、
必
ず
事
前
に
専

用
の
申
込
書
を
フ
ァ
ク
ス
で

お
送
り
く
だ
さ
い
）

※
申
込
書
は
本
会
Ｈ
Ｐ
よ
り

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

☎
03（
３
２
６
９
）４
７
８
５

℻  03（
３
２
６
７
）２
６
５
８

　
鉄
は
通

常
、
１
日
10

〜
15
㍉
㌘
が

摂
取
さ
れ
、

そ
の
10
分
の

１
が
吸
収
さ

れ
ま
す
。
そ

し
て
尿
・

汗
・
便
で
１

〜
１
・
５
㍉

㌘
が
消
費
さ

れ
ま
す
。
女

性
の
月
経
量

に
は
個
人
差

は
あ
り
ま
す

が
、
１
か
月

図　成長期の鉄需要量

理想的な食事
であれば

生後１年間は鉄出納は負。
乳児は貯蔵鉄を使う。
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陸
上
部
女
子
に
起
こ
っ
た
重
度
の
鉄
欠
乏

心
身
の
健
康
の
た
め
に

 

産
婦
人
科
医
と
し
て
伝
え
た
い
こ
と

北村 邦夫 著

ピル承認秘話
わが国のピル承認が
これほど遅れた
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